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序 計画概要 
 

 

１ 計画の目的 

 

京丹後市の観光産業は、夏季の海水浴、冬季のカニを中心に、昭和５０年代頃から平

成１０年頃までは大きく成長し、平成１０年には年間観光入込客数が２２０万人、年間

観光消費額は１０３億円（1人当たりの消費額４，６２４円）にまで達しました。 

しかし、近年の少子化と海水浴離れ、カニによる誘客がピークを過ぎたことに加え、

旅行形態の変化、旅行ニーズの多様化、国内観光地の競争激化、海外旅行の増加、停滞

する経済状況などの要因により、平成１７年以降の観光入込客数は２００万人を割った

まま減少傾向にあるなど、大変厳しい状況にあり、新たな観光の魅力づくりや観光戦略

が求められています。 

平成２０年４月に京丹後市観光協会が発足し、観光振興の推進基盤が整備されたのを

機に、本市の豊富な観光資源を活かした総合的・効果的な観光振興をより一層推進する

ため、京丹後市観光立市推進条例の趣旨に基づき、平成２１年６月に「京丹後市観光振

興計画～極上のふるさと観光づくり～」（以下「第１次計画」という。）を策定し、観光

立市の実現に向けた取り組みを進めてきました。 

この間、平成２３年３月の東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故の発生による

観光旅行の自粛、経済不況や少子化などによる国内宿泊観光旅行の回数の減少、地域間

競争の激化、情報通信技術の発達などの社会環境の変化、団体旅行の減少、旅行目的の

変化、訪日外国人旅行客の増加など、旅行形態や観光ニーズの変化がより顕著となって

います。 

平成２２年１０月には山陰海岸ジオパーク※が世界ジオパークネットワーク※に加盟

が認定され、ジオパークを中心にした体験型観光の取り組みや市域内及び市域外での連

携が進んできており、さらにこのような取り組みを強化していく必要があります。 

とりわけ、来る平成２６年度には、待望の京都縦貫自動車道や舞鶴若狭道小浜・敦賀

間が全線開通し、京丹後と京都、北大阪、北陸・名古屋との交通アクセスが格段に向上

する機会を好機として、観光基盤の整備・誘致方策の実施など総合的な対応が大変重要

となっています。 

このため、第１次計画の検証と見直しを行うことにより、これらの諸課題について対

応し、観光立市の実現を目指すべく、「第２次京丹後市観光振興計画～極上のふるさと

観光づくり～」（以下「第２次計画」という。）を策定するものです。 

 なお、この計画は、市、観光関係団体、観光事業者、市民などが観光立市の実現とい

う共通の目標に向かって、それぞれの立場で取り組むものと位置づけます。 
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２ 計画の内容 

 

（１）明らかにすべき計画の内容 

①京丹後市の観光の現状と課題を明らかにします 

  ○観光入込客数、観光施設の利用、観光資源、主要観光施策などの状況、現状を明

らかにします 

○観光振興の課題は何かを明らかにします 

②将来ビジョンと目標を明らかにします 

○観光振興のコンセプト※を明らかにします 

○将来の目標を明らかにします 

③実行性のある「アクションプラン※」と「地域別計画」を明らかにします 

○５つの基本方針と、それに基づく「アクションプラン」を明らかにします 

○地域の現状と特色を活かした「地域別計画」を明らかにします 

○これまでの取り組みを踏まえて具体的な「重点戦略プロジェクト」を明らかに 

します 

 

（２）計画の位置づけ 

①関連計画などとの整理 

○観光立国推進基本法・観光立国推進基本計画【国】 

平成１９年１月に施行された「観光立国推進基本法」に基づき、観光立国の実現

に関する諸施策の総合的かつ計画的な推進を図るために策定された「観光立国推進

基本計画」の基本的な方針（以下のとおり）、内容との整合性に留意しました。 

 

 

 

 

 

○京都府アクションプラン【京都府】 

平成２０年度に改定された「京都府アクションプラン」の重点施策（以下のとお

り）、内容との整合性に留意しました。 

 

 

 

 

○第二次丹後地域観光振興プラン【丹後広域観光キャンペーン協議会※】 

平成２２年度に策定された「丹後地域観光振興プラン」のコンセプト※（以下の

とおり）、推進方針（以下のとおり）、内容との整合性に留意しました。 

(１) 震災からの復興 ―観光が、復興を支え、日本を元気づける― 

(２) 国民経済の発展 ―観光が、日本経済と地域を再生する― 

(３) 国際相互理解の増進 ―観光が、世界を惹きつける― 

(４) 国民生活の安定向上 ―観光が、人生を楽しく豊かにする― 

・「日本の心にふれる旅」誘客プロジェクトの実施 

・プロジェクト実施のための基盤づくり 

・来訪者に優しい京都ならではの「おもてなし」の充実 
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○京都府丹後観光圏※整備実施計画【丹後広域観光キャンペーン協議会※】 

平成２０年１０月に国の認定を受けた、丹後３市２町で実施する「京都府丹後観

光圏整備実施計画」の目標、事業との整合性に留意しました。 

  

 

 

○第 1次京丹後市総合計画・後期基本計画【京丹後市】 

平成２２年３月に策定した「第１次京丹後市総合計画・後期基本計画」にある観

光振興施策の方針（以下のとおり）、内容との整合性に留意しました。 

 

 

／ 

 

○京丹後市まちづくり基本条例【京丹後市】 

平成２０年に施行された、「京丹後市まちづくり基本条例」にうたわれる、まち

づくりを進めていくうえでの基本的な考え方やルールに留意しました。 

 

②計画の位置づけ 

○計画の役割 

京丹後市観光立市推進条例の趣旨に基づき、観光立市の実現に関する施策の総合

的かつ計画的な推進を図るための具体的な取り組みとして、第１次計画を改定して

第２次計画を策定しました。 

  ○計画期間 

第１次計画は、期間を３年間として計画の推進に取り組んできたところですが、

「極上のふるさと」を目指した観光地づくりには、より中期的な視点をもち、取り

組みを継続していくことが必要なことから、第２次計画の計画期間は５年間(平成

２５年度～２９年度)とし、５年ごとに見直すものとします。 

○第２次計画の意味・意義 

・第２次計画は、第１次計画の実績や環境の変化を踏まえて、市、観光関係団体、

観光事業者、市民などがその内容を十分認識し、観光立市の実現という目標に向

かって、さらにそれぞれの立場で実行するものです。 

・今回の第２次計画は、マスタープラン※としての第１次計画を評価し、基本的な

考え方は踏襲しつつ、テーマ毎の施策提案である「アクションプラン※」を中心

・コンセプト 「私のふるさと丹後 発見！」 

－うみ・さと・やまの癒しと健康のふるさと観光― 

・推進方針  「商品開発と情報発信を重点に 丹後の観光力を高めよう！」 

「極上のふるさと観光づくり」の実現／地域資源の保全と活用／歴史文化の保全と

活用／観光資源のネットワーク／四季型滞在観光の推進／健康志向に対応した観

光の推進／環境先進地としてのエコツーリズム※の推進／情報発信の強化／交流

の機会づくり 

・事業名   丹後の海、山、里の多様な魅力を活かした「ふるさと観光」による

滞在力強化事業 
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により具体的な事業を掘り下げるなどの整理を行いました。なお、これまで実施

または着手できなかったものについては、継続的に検討すべき項目として整理し

ました。 

 

 

３ 京丹後市観光立市推進条例 

 

京丹後市観光立市推進条例は、観光立市を実現するための基本理念を定め、市の責務

及び市民、観光事業者、観光関係団体の役割を明らかにするとともに、観光立市の実現

に関する施策の基本となる事項を定めたもので、京丹後市議会（観光振興条例調査特別

委員会）により提案され、平成２１年３月に制定、同４月１日に施行されました。 

第２次計画は、本条例の趣旨に基づくものであり、内容についても整合性を図りまし

た。 

※京丹後市観光立市推進条例の全文は参考資料を参照 

 

 

４ 検討体制 

 

京丹後市観光立市推進条例に基づき京丹後市観光立市推進会議を設置し、計画の進捗

状況、推進についての確認と協議、及び計画の見直しについて検討を行いました。また、

京丹後市観光立市推進会議には、統括部会を設け、見直しの考え方などについて検討を

行いました。 

  

（１）京丹後市観光立市推進会議委員選出団体 

京丹後市観光協会、京丹後市商工会、ＮＰＯ法人全国まちづくりサポートセンター丹

後支所、京丹後○宿おかみさんの会、市内観光施設、観光事業者、有識者（市内各地域代

表、大学教授など）、京都府、市関係課 
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（２）検討組織図 

◇図－１ 京丹後市観光立市推進会議 検討組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※委員名簿、検討経緯は参考資料を参照 

 

（３）計画の推進及び見直しの検討 

京丹後市観光立市推進条例に基づき京丹後市観光立市推進会議を設置し、計画の進捗

状況、推進についての確認と協議を行うとともに、計画の見直しについて検討を行いま

す。 

※京丹後市観光立市推進会議の設置、組織などについては、参考資料「京丹後市観光

立市推進条例」を参照 

市役所庁内調整       ※課名は平成 24 年度時点 

秘書広報広聴課、企画政策課、情報政策課、財政課、市民課、市民協働課、環境バイ

オマス推進課、農政課、農林整備課、海業水産課、管理課、都市計画・建築住宅課、

学校教育課、文化財保護課、商工振興課、産業雇用総合振興課、観光振興課 

京丹後市議会 

・議会での議決 

統括部会 

・ 見直しの考え方 

・ 内容の検討ととりまとめ 

・ 意見の把握と整理 

 

京丹後市観光立市推進会議（全体会議） 
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第１章 現状と課題 
 

 

 

１ 一般的な観光動向 

（１）観光政策の動向 

①観光は、地域づくりの基本的なテーマです 

「観光」の語源は、中国の古い書物によると「国の光を観る」と記されています。

観光の「光」とは、景色の意味ではなく、国や地域が持つ光、文化や芸術などの様々

な魅力を観るということであり、地域の側からすると｢魅力ある資源を発見し、磨き

上げ、観てもらう知恵｣のことでもあります。観光は旅人が他の地域を訪ね、その地

方にしかない、その地方にだけある知恵と工夫を観る、それが本来の意味です。観光

は物見遊山の短絡的な遊びという概念ではなく、地域の活性化にとって取り組まなけ

ればならない永遠のテーマであることが、古い時代の書物からも推察されます。 

 

②観光は国の基幹産業として位置づけられています 

先進諸国やアジア地域の近隣諸国では、観光産業は国家にとって重要な基幹産業と

位置づけられ、組織としての観光省、その長としての観光大臣があり、税金の投入対

象として国策が展開されています。特に、アジア地域は、世界の観光産業をリードす

る需要が見込まれ、観光需要が急速に拡大しつつあります。 

 

③我が国においても観光庁が設立され、観光が重要な政策課題となってきました。 

平成２０年１０月に観光庁が設立され、観光立国推進基本法などに基づき、観光振

興を本格的に推進する体制が整い、事業が進められるようになってきました。観光立

国推進の基本は「住みたいところが、訪れたいところ」にあり、地域資源を活かした

観光地づくりは全国各地で行われ、観光は国際的な競争の時代に入っています。 

また、平成１９年１月に施行された観光立国推進基本法の規定に基づき、観光立国

の実現に関する基本的な計画として新たな「観光立国推進基本計画」が平成２４年３

月に閣議決定されました。観光をめぐる現在の課題を克服し、日本の成長を牽引する

べくこれから５年間に更なる飛躍をするため、「観光の裾野の拡大」と「観光の質の

向上」が掲げられています。このように、観光は国においても成長戦略の柱の一つで

あり、また、東日本大震災からの復興にも大きく貢献するものとして取り組まれてい

ます。 

 

（２）社会環境の変化 

①東日本大震災の影響 

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災は被災地に壊滅的な打撃を与え、観

光分野にも大きな影響を及ぼしました。発生時は国内外に不安感や自粛ムードが広が
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り、旅行者数は過去最大の減少幅を見せましたが、国からの情報発信や主要国政府へ

の働きかけ等により、東北地方は依然として厳しい状況に置かれているものの訪日旅

行・国内旅行への不安が軽減され、徐々に全体的な回復傾向にあります。 

 

②国内宿泊観光旅行の回数が減少 

円高により海外旅行が増加する一方、世界的な金融危機による景気低迷の影響や、

趣味・レジャーの多様化による旅行の魅力の相対的な低下、また少子高齢化により減

少傾向にあります。 

 

③観光資源としての観光地の魅力を活かした地域間競争の激化 

旅行者ニーズの多様化を踏まえ、地域固有の資源を活用した魅力ある旅行商品の造

成・販売など、新たな旅行需要の創出と地域の活性化を図る取り組みは全国に広がっ

ており、地域間競争が激化しています。 

 

④情報通信技術の発達 

マスメディア、ホームページに加えて、ブログ※、ＳＮＳ※、携帯電話等で、イン

ターネットを通じた情報収集が可能となり、さらにスマートフォンの急激な普及によ

って、ますます多くの情報を個人で簡単に入手して、短時間に旅行の組み立てができ

るようになり、旅行形態の多様化が進行しています。 

 

（３）観光マーケットの動向 

①インバウンド※志向 

観光のグローバル化※により、国内だけでなく海外からの観光客も視野に置く必要

がでてきています。国内への観光を目的とした訪日外客数は、東日本大震災の影響が

収束したことから、平成２４年は平成２３年に比べて６割近い伸び率を見せており、

近隣のアジア諸国を主要なマーケットとして、観光は海外からの観光客を対象とする

インバウンドの時代を迎えています。 

 

②ターゲットとしてのアクティブシニア志向、女性志向 

団塊の世代が退職期を迎えていることから、中高年の観光需要が顕著となっていま

す。特に、健康で積極的な人生を楽しもうとするアクティブシニア（活動的な中高年）

は、時間と経済的な余裕を背景に注目されています。また、観光需要を牽引する女性

の感覚に訴えることも重要になっています。 

 

③個人旅行志向 

観光形態の変化に伴い、団体観光を中心とした量的な対応から、個人旅行を中心と

したきめ細かな対応が必要となっています。個人対応のサービス、ホスピタリティ※

など、心の感動につながる内容が求められています。また、平成２３年３月１１日に

発生した東日本大震災により、人々が身近な心のつながりを大切に感じ、これまでのエ
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ネルギー依存の生活様式からの脱却を求めるなど、基本的な価値観の変化が見られ、観

光に期待する質的変化を注視していく必要があります。 

 

④着地型観光※志向 

地域の資源を活かした魅力ある観光商品の提供は、地域の人々が提供してはじめて

実現できることから、これを観光客が出発する需要地の旅行会社が造成するには限界

があります。また、発地の旅行会社がリードすると、地域の観光産業への寄与は軽減

される恐れがあります。このため、地域の旅行会社などが主導する着地型の観光が

徐々に増加しています。 

 

（４）観光活動の動向 

①オンリーワン観光 

どこにでもある観光商品や土産物への人気は継続せず、そこにしかない資源を活か

した商品を提供する「オンリーワン」の観光が求められるようになっています。地産

地消によるそこにしかない食の提供もそのひとつです。 

 

②滞在型観光 

観光は、短時間でできるだけ多くの施設などを巡るものよりも、ゆっくりと滞在し、

まるでそこに住んでいるかのような生活感覚のあるものが高い評価を得ています。 

  「住んでよし」の魅力に自信を持って観光につなげていくことが重要になっていま

す。 

 

③体験型観光 

観光施設や資源を見るだけでなく、実際に参加して、体を使って経験することによ

って、臨場感のある、ほんまもんを味わえる観光商品が求められています。特に、地

域の魅力を伝える人材として、観光ガイドの重要性が高まっています。 

 

④まち歩き観光 

スローライフ※は観光の場面でも求められており、地域の文化や生活が集合してい

る「まち」には、歴史・文化資源や街並み、祭り、食事処などが集積しており、これ

らをじっくり歩いてその場の空気を感じる観光が人気を得ています。散策が楽しくな

るまちづくりはその基本となっています。 

 

⑤泊食分離の地域観光 

これまでの宿泊形態は、１泊２食による料金設定が主流でしたが、夕食はできるだ

け地域の人々と同じ食事を希望する、宿泊と食事を別々にする泊食分離の形態が人気

を得ています。地域の料亭や食堂などが観光客にサービスできること、宿においては

２泊目は外食にするなどの対応ができることが、滞在型観光にもメリットとなります。 

 



10 

（５）京丹後市を取り巻く状況 

①山陰海岸ジオパーク※の世界ジオパークネットワーク※加盟認定（平成 22 年 10 月） 

②鳥取豊岡宮津自動車道 与謝天橋立ＩＣの開通によるアクセス改善（平成23年3月） 

③舞鶴港が日本海側拠点港に選定されたことによる東アジアとの交流の促進 

（平成 23年 11 月） 

 

２ 京丹後市の観光の現状 

 

（１）概況 

①京丹後市の概要 

○市制施行  平成１６年４月１日 

○面積    ５０１．８４平方キロメートル 

○人口    ６０，０５３人（平成２４年１２月末現在：住民基本台帳による） 

京丹後市は日本列島のほぼ中央、京都府北部の日本海に面する位置にあり、美しい

海岸線や四季の表情豊かな自然、豊富な温泉、新鮮な魚介類やお米、果物などの海の

幸や山の幸、そして歴史と伝説、文化にあふれ、あらゆる観光資源に恵まれています。 

しかし、これらの豊かな資源を有しながら、その魅力を活かしきれていないのが現

状です。 

 

②観光地としての「京丹後市」 

観光地としては、古くから夏季の海水浴スポットとして賑わいを見せ、昭和５０年

代からは、冬季の「カニと温泉」による戦略が功を奏し、大きく成長を遂げました。 

しかし、「夕日ヶ浦」や「間人ガニ」などの名称は有名になったものの、合併して

８年が経過する中「京丹後市」の地名は、京阪神では観光地として一定の認知をされ

ているものの、首都圏など全国での知名度は低く、近隣の観光地「城崎温泉」、「天橋

立」と比較して印象が弱いことは否めません。 

  

③観光形態 

観光客は夏季、冬季とも京阪神地方の方が中心で、交通アクセスの改善により日帰

り客が増加傾向にあります。また、宿泊については１泊が中心で、滞在時間は短く、

城崎、出石、天橋立など近隣の観光地へ移動するパターンが多く見受けられます。 

  

④アクセス状況 

京都縦貫自動車道、鳥取豊岡宮津自動車道などの道路整備が進み、京阪神地方から

のアクセス条件は改善されてきました。しかし、鉄道については、大阪から京丹後市

への直通特急がなくなるなど、地域の公共交通の利便性に課題が残されています。ま

た、首都圏からのアクセス条件は悪く、今後、首都圏からの誘客を推進させるために

は、飛行機などによるアクセスの改善が望まれます。 
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○アクセス所用時間 

■大阪、神戸、京都から 

・車で約２時間１５分 ※与謝天橋立Ｉ.Ｃから２５分 

・列車で約２時間３０分 

■東京から 

・車（東名高速、名神高速、北陸道経由）で約７時間３０分 

・列車（新幹線利用）で約５時間 

・飛行機（大阪空港、コウノトリ但馬空港経由）で約３時間３０分 

■近隣観光地から 

・天橋立から車で４０分、丹後半島１周ルートで約２時間 

・ 城崎温泉から車で５０分 

   ■関西国際空港から 

    ・車（近畿道、中国道、舞鶴道、京都縦貫道経由）で約３時間２０分 

  ◇図―２ 京丹後市交通アクセス図 

 

 ⑤市内観光地の状況 

  主な宿泊エリア及び温泉地は東西にわたる海岸沿いに広がり、海水浴、海岸景観を

活かし、本市観光の中心を担っています。 

  一方、内陸部には豊かな自然を活かしたアウトドア施設、体験施設、農業公園、日

帰り温泉施設などが点在し、観光エリアは市の全域に広がります。 

  広範囲にわたる観光地を周遊するための公共交通網の整備をさらに進め、観光地及

び観光施設間の連携を推進することが今後の課題です。 
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観光入込客数 

観光消費額 

0

50

100

150

200

250

S57 S59 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22

入込客数（万人）

0

20

40

60

80

100

120
消費額（億円）

（２）観光入込客数の状況 

①観光入込客の状況と特徴 

○昭和５０年代頃からのカニ料理と温泉を中心とした戦略が功を奏し、平成１０年

頃まで大幅に入込客が増加し、平成１０年には年間入込客数が２２０万人に達し

ました。 

○近年は、海水浴離れ、カニによる誘客がピークを過ぎたことに加え、旅行客のニ

ーズの多様化、停滞する経済状況などの要因により、平成１７年以降の入込客数

は２００万人を割るなど、減少傾向が続いています。 

○夏季の海水浴、冬季のカニを軸とした二季型の観光地で、４月、６月、９月、 

１０月の入込客が少ない状況にあります。 

○夏季、冬季とも京阪神地方からの観光客が最も多く、日帰りまたは１泊の短期滞

在が中心です。 

○外国人観光客が少ない状況にあります。（外国人宿泊者数は宮津市の１１％） 

 

 ◇図－４ 観光入込客数・観光消費額の推移（S57～H23） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

◇図－５ 平成２３年観光入込客数（月別） 
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※年間入込客数 1,752,115 人 

資料：京都府 

資料：京都府 

観光消費額 

観光入込客数 
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 ◇図－６ 平成２３年観光入込客数（宿泊客・日帰り客別、府内客・府外客別） 

 

 

 

 

  

 

◇図―７                 ◇図－８ 

平成２３年観光客１人あたり消費額     平成２３年外国人宿泊客数 

   

  

           

 

 

 

 

 

 

（３）観光施設などの利用状況 

①観光施設などの状況と特徴 

○公共観光施設については、平成１８年９月から指定管理者制度※を導入し、民間

活力による利用増進を図っています。 

○種類別では、道の駅がこの５年間ほぼ増加傾向を保っているものの、アウトドア

施設を含め他については、市全体の入込客数同様減少傾向にあります。 

 ○海水浴場の入込客数は年々減少しています。昭和５０年代と比較すると近年は半

数を下回っており、少子化、レジャー・休暇の過ごし方の多様化の影響が現れて

います。 

◇図－９ 平成２３年主要観光施設の利用状況 

人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府内客 

855,696人 
府外客 

896,419人 

日帰り客 

1,401,508人 

宿泊客 

350,607人 

円 人 

資料：京都府 

資料：京都府 

資料：京丹後市観光振興課 

資料：京都府 

資料：京都府 
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②主要観光施設利用状況の推移 

◇表－１ アウトドア・体験施設利用状況の推移 

施設名 区分 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 

入込客数 20,278 20,277 18,654 16,161 16,547 
天女の里 

対前年比 117.7% 100.0% 92.0% 86.6% 102.4% 

入込客数 14,191 19,201 16,886 21,886 13,735 森林公園 

スイス村 対前年比 72.0% 135.3% 87.9% 129.6% 62.8% 

入込客数 2,863 3,044 1,437 1,067 1,440 奥山自然た

いけん公園 対前年比 100.1% 106.3% 47.2% 74.3% 135.0% 

入込客数 4,679 4,562 5,612 5,730 6,210 かぶと山公

園 対前年比 93.3% 97.5% 123.0% 102.1% 108.4% 

  ◇表―２ 宿泊施設利用状況の推移 

施設名 区分 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 

入込客数 3,313 2,433 2,680 1,703 1,358 山村体験交

流センター 対前年比 89.2% 73.4% 110.2% 63.5% 79.7% 

入込客数 56,035 50,695 50,029 47,512 47,225 丹後温泉は

しうど荘 対前年比 90.3% 90.5% 98.7% 95.0% 99.4% 

入込客数 116,318 108,812 119,316 110,085 94,414 宇川温泉よ

し野の里 対前年比 106.0% 93.5% 109.7% 92.3% 85.8% 

入込客数 6,542 6,367 6,950 4,569 3,486 
風蘭の館 

対前年比 97.4% 97.3% 109.3% 65.7% 76.3% 

 ※全施設とも食事客、丹後温泉はしうど荘、宇川温泉よし野の里は外湯利用者を含む 

◇表―３ 外湯施設利用状況の推移 

施設名 区分 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 

入込客数 143,462 137,160 129,765 125,092 123,277 浅茂川温泉

静の里 対前年比 104.2% 95.6% 94.6% 96.4% 98.5% 

入込客数 111,077 116,648 114,276 115,455 117,057 弥栄あしぎ

ぬ温泉 対前年比 103.3% 105.0% 98.0% 101.0% 101.4% 

入込客数 63,243 65,615 33,652 52,922 62,877 おおみや小

町温泉 対前年比 94.6% 103.8% 51.3% 157,3% 118.8% 

◇表―４ その他観光施設利用状況の推移 

施設名 区分 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 

入込客数 7,610 6,813 7,463 5.880 4,743 
小町公園 

対前年比 151.7% 89.5% 109.5% 78.8% 80.7% 

入込客数 131,976 117,464 116,916 117,846 116,212 道の駅てんき

てんき丹後 対前年比 108.9% 89.0% 99.5% 100.8% 98.6% 

入込客数 15,125 13,403 13,489 11,581 8.350 碇高原ステ

ーキハウス 対前年比 88.7% 88.6% 100.6% 85.9% 72.1% 

入込客数 20,485 20,921 19,608 17,261 19,894 豪商稲葉本

家 対前年比 109.0% 102.1% 93.7% 88.0% 115.3% 

入込客数 15,074 13,613 12,918 12,099 11,863 琴引浜鳴き

砂文化館 対前年比 107.5% 90.3% 94.9% 93.7% 98.0% 

入込客数 84,856 86,792 91,479 112,688 107,050 丹後あじわ

いの郷 

（道の駅登録） 
対前年比 93.4% 102.3% 105.4% 123.2% 95.0% 

入込客数 112,774 120,797 79,855 133,957 162,186 くみはま

SANKAIKAN 

（道の駅登録） 
対前年比 98.4% 107.1% 66.1% 167.8% 121.1% 

資料：京丹後市観光振興課 

資料：京丹後市観光振興課 

資料：京丹後市観光振興課 

資料：京丹後市観光振興課 
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  ◇表―５ 海水浴場入込客数の推移－１（全海水浴場） 

海水浴場名 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 

浜 詰 44,160 48,134 27,510 37,904 33,735 

浅茂川 18,500 16,650 9,324 13,986 12,867 

小 浜 10,380 10,158 5,485 7,974 6,698 

掛津･遊 47,130 43,360 31,653 32,685 33,012 

砂 方 3,292 4,872 4,677 5,982 5,085 

後ヶ浜 13,542 2,438 2,316 3,474 3,717 

竹 野 1,022 1,308 1,112 1,422 1,436 

中 浜 4,384 4,293 3,220 2,553 2,272 

久 僧 1,811 2,628 1,130 1,445 1,517 

平・上野 21,541 30,804 25,875 30,995 30,065 

蒲井浜 5,054 4,599 1,932 2,471 2,224 

小天橋 34,666 34,319 17,503 22,448 23,121 

葛野浜 29,975 28,177 20,569 26,307 23,150 

箱石浜 2,107 1,854 1,168 1,494 1,584 

合 計 254,374 259,295 153,473 191,140 180,483 

 

  ◇図―10 海水浴場入込客数の推移－２（掛津・遊海水浴場、昭和５９年以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）テーマ別の資源 

海岸線のほとんどが国の自然公園に指定されており、経ヶ岬から丹後松島、屏風岩、

立岩へと続く海岸景観、鳴砂の浜で国の天然記念物及び名勝に指定される琴引浜、「日本

の夕陽百選」に指定される夕日ヶ浦、北近畿一のロングビーチで約８ｋｍも続く小天橋

～浜詰海岸などが特に美しく有名です。 

山地には北近畿最大級のブナ林など緑豊かな風景が広がる一方、海岸線を中心に４０

ヶ所もの温泉に恵まれ、温泉宿、日帰り温泉とも充実しています。 

また、世界ジオパークネットワーク※への加盟を認定された「山陰海岸ジオパーク※」

に市全域が含まれており、奇岩や断層など貴重で特色ある美しい地質遺産が各地に存在

します。 

豊かな自然がもたらす食にも恵まれ、秋には食味ランキング※で５年間で４回の特Ａ

に輝いた丹後産コシヒカリが収穫され、冬は、日本一のブランドガニ「間人ガニ」が水

人 

資料：京丹後市観光振興課 

資料：京丹後市観光振興課 
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揚げされます。 

歴史遺産・伝承も多く、日本海側最大級の網野銚子山古墳など数多くの遺跡があり、

「古代丹後王国」が存在したとも言われる一方、静御前、細川ガラシャ、羽衣天女など、

七人の姫物語「丹後七姫伝説」があります。 

◇表―６ 特徴的な観光資源 

テーマ 観光資源の名称など 指定、登録など 

京丹後市全域の特徴的地質、地形 
(鳥取市から京丹後市の範囲) 

山陰海岸ジオパーク※世界ジオパークネットワーク
加盟認定 

日本の地質百選 
八丁浜から経ヶ岬までの海岸及び一
部山間部 

丹後天橋立大江山国定公園 

八丁浜から久美浜までの海岸部 山陰海岸国立公園 

国道１７８号 
（丹後町、網野町、久美浜町） 

日本風景街道※「古代ロマン街道」 

経ヶ岬灯台 
日本の灯台５０選、京都百景 
近代化産業遺産群 続３３ 

立岩・屏風岩・丹後松島・経ヶ岬の海
岸景観 

京都府景観資産 

丹後松島 京都百景 

立岩 京都百景 

琴引浜（鳴砂） 
国指定天然記念物及び名勝、日本の白砂青松
百選、日本の渚百選、残したい日本の音風景
百選、日本最良、最大の鳴砂の浜 

琴引浜の白砂青松と鳴砂 京都府景観資産 

夕日ヶ浦の夕日 日本の夕陽百選 

小天橋 日本の水浴場８８選、北近畿一のロングビーチ 

内山ブナ林 北近畿最大級の面積 

離湖 京都府内最大の淡水湖 

トウテイラン 近畿一の群生地、日本固有種 

温泉 源泉数京都府一、木津温泉は京都府最古 

自然 

郷村断層 国指定天然記念物 

袖志の棚田 日本の棚田百選 

久美浜湾の牡蠣の養殖景観 京都府景観資産、京都府文化的景観 

御旅市場 日本一短いアーケード 

丹後ちりめん 日本一の絹織物生産地 

文化 

琴引浜鳴き砂文化館 世界で唯一の鳴砂専門の資料館 

網野銚子山古墳 日本海側最大規模の前方後円墳、国指定史跡 

赤坂今井墳墓 国内最大級の方形墳墓、国指定史跡 

方格規矩四神鏡 日本最古の紀年銘鏡 

浦嶋伝説 日本最古の浦嶋伝説の地 

羽衣伝説 日本最古の羽衣伝説の地 

歴史 

月の輪田 日本の稲作発祥伝説の地 

丹後産コシヒカリ 食味ランキング※最高評価「特 A」ランク 

ばら寿司 丹後の伝統郷土料理 食 

間人ガニ こだわりのブランドガニ 

 ※テーマ別観光資源一覧は参考資料を参照
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（５）主要観光施策 

第１次京丹後市総合計画・後期基本計画では、観光の振興に関する「９つの施策方針」

を打ち出しています。 

施策方針ごとの主要な取り組み状況は次のとおりです。 

 

① 「極上のふるさと観光づくり」の実現 

事業名 実施年度 実施状況 

山陰海岸ジオパ

ーク※推進事業 
２０～ 

世界ジオパークネットワーク※への加盟を認定された「山

陰海岸ジオパーク」の地質遺産を活用し、全国的、世界的

な発信と保全に努めるほか、普及啓発、ガイド養成講座、

教育活動として大地の学習などを実施 

農林水産業連携

事業 
１９～ 

猪、鹿、サワラ、かにまんなどの新たな特産品の創出や、

農業体験、漁業体験など各種メニューの実施 

花めぐりパンフ

レット作成 
１９ 

市内の四季折々の花の名所、魅力を紹介するパンフレット

を作成配布 

 

② 地域資源の保全と活用 

事業名 実施年度 実施状況 

山陰海岸ジオパ

ーク推進事業 
２０～ 

世界ジオパークネットワーク※への加盟を認定された「山

陰海岸ジオパーク」の地質遺産を活用し、全国的、世界的

な発信と保全に努めるほか、普及啓発、ガイド養成講座、

教育活動として大地の学習などを実施 

 

③ 歴史文化の保全と活用 

事業名 実施年度 実施状況 

京丹後七姫パン

フレット作成 
１８ 

市内に伝承されている七人の姫及びそのゆかりの地などを

紹介するパンフレットを作成配布 

 

④ 観光資源のネットワーク 

事業名 実施年度 実施状況 

観光フォトコン

テスト 
１８・１９ 

市内観光資源の再発見と入賞写真の活用による観光資源の

効果的発信 
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⑤ 四季型滞在観光の推進 

 

⑥ 健康志向に対応した観光の推進 

 

⑦ 環境先進地としてのエコツーリズム※の推進 

 

⑧ 情報発信の強化 

 

⑨ 交流の機会づくり 

 

事業名 実施年度 実施状況 

インバウンド※ 

推進事業 
２２～ 

海外旅行会社を招聘した京丹後市へのツアー造成、外国人

旅行者受入れのためのセミナー等を開催 

観光圏※整備事

業 
２０～ 

「観光圏」の国指定を受け、丹後３市２町で滞在型の観光

地づくりを目指し、広域による各種関連事業を実施 

体験型観光推進

事業 
２０～ 

庁内、関係団体などと連携しながら四季を通じての体験メ

ニューづくりなどの実施 

観光の魅力づく

り等推進事業 
１６～ 

入湯税を活用した観光インフラ※整備、観光振興に寄与する

イベントなどへ補助金を交付し、年間通じた観光振興を図

る 

丹後あじわいの

郷支援事業 
１６～ 

観光の中核施設であり、四季の自然の魅力あふれる丹後あ

じわいの郷の運営補助 

事業名 実施年度 実施状況 

スポーツイベン

ト実施 
１６～ 

歴史街道丹後 100 ㎞ウルトラマラソン、ドラゴンカヌー大

会、グランフォンドなど 

事業名 実施年度 実施状況 

環境ＰＲ及びエ

コ体験推進 
１６～ 

琴引浜の鳴砂、エコエネルギー施設などを観光素材として

ＰＲするとともに、環境学習ツアー、各種体験の実施 

事業名 実施年度 実施状況 

観光パンフレッ

ト作成事業 
１６～ 

「極上のふるさと京丹後」、「ほんもの出会い旅」、「京丹後

七姫伝説」、「花めぐり」、「湯けむり案内状」、「ステラ」（大

河ドラマ「義経」「巧名ヶ辻」版）、「とっておき処マップ」、

「オプショナル体験ツアー」など 

ホームページ発

信事業 
１６～ 

京丹後市ホームページにおける「観光情報」の充実強化（ス

ポット、イベント紹介、パンフレット電子ブックなど） 

観光サイン※整

備事業 
１６～ 

市内主要道路沿い、駅に統一デザインによる観光案内看板

を設置し、市のイメージ発信、観光客の利便性向上を図る 

事業名 実施年度 実施状況 

イベント実施 １６～ 
歴史街道丹後１００kmウルトラマラソン、フェスタ飛天、

ドラゴンカヌー大会など 

教育旅行等誘致

促進事業 
２２～ 

市内体育施設、文化施設、宿泊施設等の情報を掲載したパ

ンフレットを作成し、学校等への訪問活動を実施 



20 

（６）観光客の評価 

平成２１年から２２年にかけて、丹後広域観光キャンペーン協議会※が、丹後地域（舞

鶴市、宮津市、京丹後市、伊根町及び与謝野町）を訪問された旅行者等に、現状把握や

具体的なニーズの調査を行った結果（その中から下記調査を参照）を基に、丹後地域観

光客の評価について分析しました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇図１１－① 丹後地域への旅行の目的 

○ 春季：温泉が約 57%、名所・旧所めぐりが約 39% を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 夏季：温泉が 28%、次いで海水浴が 25%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 春季調査（以下、「春季」という） 

・ 実 施 日  平成２２年５月２１日～６月３０日 

・ 調査対象  宿泊を伴う訪問者 

・ サンプル  ２０３組 

Ｂ 夏季調査（以下、「夏季」という） 

・ 実 施 日  平成２１年８月９日～８月３１日 

・ 調査対象  宿泊を伴う訪問者 

・ サンプル  ２８１組 

   Ｃ 秋季調査（以下、「秋季」という） 

・ 実 施 日  平成２１年１０月１９日～１１月１０日 

・ 調査対象  宿泊を伴う訪問者 

・ サンプル  １７４組 

Ｄ 冬季調査（以下、「冬季」という） 

・ 実 施 日  平成２１年１月５日～２月２７日 

・ 調査対象  宿泊を伴う訪問者 

・ サンプル  ２９３組 
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○ 秋季：温泉が 26%、次いで名所・旧跡めぐりが 23%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 冬季：グルメ・食べ歩きが 48%、温泉が 30%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季は、海水浴以外の目的も半数を占めますが、冬季はカニと温泉が大半を占めて

おり、他の要素は非常に少ないことがわかります。 

 

 

 
参考：平成１９年調査結果 京丹後市への旅行の目的 

   ※第１次計画に掲載 

49%

22%

11%

8%
10% 海水浴

温泉

観光地めぐり

郷土料理

その他

58%29%
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カニ

温泉

観光地めぐり

その他

 

○ 夏季 ○ 冬季 
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44%
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2%

1日

2日

3日以上

39%
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59%
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◇図１１－② 旅行者の滞在日数 

 

○ 春季                ○ 夏季 

 

 

 

 

 

○ 秋季               ○ 冬季 

 

 

 

 

 

 

 

「今回の旅行での丹後での滞在日数」の問いに対しては、「２日」が多く、「１泊２

日」の旅行者が多くを占めていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成１９年調査結果 旅行者の宿泊日数 

   ※第１次計画に掲載 

72%

22%

6%

1泊

2泊

3泊以上
93%

6%
1%

1泊

2泊

3泊以上

 

 

○ 夏季 ○ 冬季 
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サービス
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◇図１１－③ サービスへの期待度と満足度 

○ 春季                    ○ 夏季 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 秋季                   ○ 冬季 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  サービスについて、「とても満足」、「やや満足」をあわせると８８％以上であり、四

季を通じて観光客の満足度が高いことがわかります。 

 また、料理について、「とても満足」、「やや満足」が春季は９１％、夏季は９０％、

秋季は８８％、冬季は９２％と非常に高く、食事への満足度も非常に高いことがわか

ります。 

 
参考：平成１９年調査結果 宿のサービス 

   ※第１次計画に掲載 

41%

48%

8%
0%

3% とても良い

良い

やや悪い

悪い

無回答

41%

57%

1% 1%

とても良い
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あまり良くない

良くない

 

○ 夏季 ○ 冬季 
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丹後を知らない

59%
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41%
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0%

90%
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1%

2%
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電車

バス

自家用車

その他

◇図１１－④ リピート※割合（インターネットリサーチ※による） 

  ○ 関東       ○ 関西       ○ 全体 

  

 

 

 

 

 

「これまで京丹後市に来たことがありますか」の問いに対し、関西では６５％の方が

「来たことがある」と答え、２回以上のリピーター※の割合も４２％と高く、関西の

住民にとって、丹後地域は身近な旅行先として認知されていることが伺えます。一方、

関東においては、「丹後を知らない」が３０％、「行ったことがない」が４７％を占め

ており、関東での認知度の低さが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◇図１１－⑤ アクセス手段 

  ○ 関東       ○ 関西       ○ 全体 

   

 

 

 

 

関西からは「自家用車」が９０％と圧倒的に多く、「鉄道」は９％と少数です。関東

からは「電車」が約６割、「自家用車」が約４割であり、関東からのアクセスは電車等

の公共交通が不可欠であることが伺えます。バスの利用は、関西、関東ともさらに少

数となっています。 

全体としては、第１次計画に掲載された平成１９年の調査結果と同様の傾向が見ら

れ、「自家用車」でのアクセスが大半を占める状況が継続していることが伺えます。 

 

参考：平成１９年調査結果 宿の満足度 

   ※第１次計画に掲載 

○夏季：リピート割合   ○冬季：リピート割合   ○都市部：訪問経験 

23%
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はじめて
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無回答

20%

80%
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26%

61%

13%

知っているが
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行ったことがある
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 ※周遊パターン 

「丹後地域内で訪れる観光地は」の問いに対しては、「天橋立」、「夕日ヶ浦」、「傘松

公園」、「琴引浜」の割合が高くなっています。  

  「他に訪れる観光地は」の問いに対しては、「若狭湾周辺」、「城崎温泉」、「出石」の

割合が高く、市内で宿泊しても、滞在時間は短く、周辺の観光地へ移動する傾向が現

れています。 

 

（７）観光客がもつ観光資源への興味（京丹後市ギャップ調査） 

京丹後市ギャップ調査とは、京丹後市への観光客が何を経験し、どんな観光資源に興

味を持っているか。またその満足度合いなどを調べたものです。 

 

「対象者」 

調査期間 ：平成 24年 9月 

調 査 元 ：株式会社リクルート じゃらんリサーチセンター 

調査対象 ：1,050 人 

抽出条件 ：関西圏（京都府・大阪府・兵庫県・滋賀県）70％ 

中京圏（愛知県・三重県）30％ 

対象条件 ：20歳以上 

 

 

質問 京丹後市の以下のことをご存知ですか？ 

◇図１２－① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・城崎温泉と隣接しているという情報は関西方面で認知度が高く、愛知県ではまだ少ない。 

・KTR に関しては関西以外では認知度が低く、年代別に見てみると若年層が低い。 

・山陰ジオパークの世界認定に関しては、関西方面で少々認知度があるが弱い。 

・ゆるキャラ「こっぺちゃん」や「長寿のまち」のイメージは今のところかなり少ない。 
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質問 京丹後市の観光資源について以下のことをご存知ですか？ 

◇図１２－② 
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質問 京丹後市の観光資源について興味がありますか？ 

◇図１２－③ 
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◇図１２－④ 【京丹後市の観光資源に関する認知度×興味度】 

 

※各観光資源に対する認知度と興味度の交差する点を、図中の「●」「■」「▲」等の記号で記しています。 
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質問 京丹後市で、もし以下のような企画やイベントがあれば興味がありますか？ 

 

 
1. ｼﾞｵﾊﾟｰｸ撮影会 地元のカメラマンが穴場を伝授　世界ジオパーク（絶景）スポット撮影会

2. ｼﾞｵﾊﾟｰｸ徒歩巡り 伝説や歴史、文化、地質までガイド付き世界ジオパークスポット徒歩巡り

3. 鳴き砂体験 名人がレクチャー「キュッキュ」と鳴く不思議な鳴き砂の浜体験ウォーク

4. ● クルーズ イタリアの「青の洞窟のような」神秘の景観を遊漁船で散策クルーズ

5. ● カキBBQ 冬季限定：無人島にてＢＢＱ♪肉厚のカキをお腹いっぱいクルーズ

6. 海上ﾀｸｼｰ 浦島伝説や静御前の伝説を聴きながら海上タクシードライブ

7. ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ 渓流でのアマゴ釣り体験付き、大自然のプロと歩くトレッキングツアー

8. 森林ｳｫｰｸ 四季の里山をハイキング、大自然に帰ろう！丹後森林ウォーク

9. ｼﾞｵﾄﾚｯｷﾝｸﾞ ゴールは琴引の塩にぎりや名水のお茶を海辺で食べる世界ジオトレッキング

10. ● 経ヶ岬ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ 絶景の棚田を歩き「日本の灯台50選」を目指そう経ケ岬トレッキング

11. ● 地引網漁体験 ぐんぐん引っ張れ！砂浜から体験、捕った魚はお土産で！地引網漁体験

12. 定置網漁見学 漁船に乗って大海原へ「気分は漁師」定置網漁見学ツアー

13. 座禅体験 心と身体のデトックス、癒しの座禅体験（住職の人生相談付き）

14. ● ﾌﾙｰﾂ狩り 桃・ぶどう・梨、自然の甘さがたっぷりもぎたてフルーツ狩り体験

15. 農家民泊 畑や田んぼで汗を流し、自然のごちそうを食べよう！里山で農家民泊

16. 丸太小屋生活体験 かまど、囲炉裏、五右衛門風呂！電気が全くない丸太小屋生活体験

17. 米作り 「とも爺」のこだわり米作り大作戦！美味しいごはんの秘密

18. 農業体験 「農家ごはん」のランチ付き、野菜・米・・竹細工や竹炭など農業体験

19. ｶﾞｲﾄﾞｳｫｰｸ＆郷土料理 京都百景に選ばれた「丹後松島」ガイドウォーク&お楽しみ郷土料理

20. ● 夕陽と朝日 夕陽と朝日を絶景で鑑賞「心が洗われる」時間限定ツアー

21. ﾋﾞｰﾁﾗｲﾌ
北近畿一のロングビーチで、各種ビーチスポーツやビーチレクリエーションなどの
健康づくりビーチライフ

22. ﾄﾗｲｱｽﾛﾝ 世界ジオパークを満喫！トライアスロン

23. ● ﾗﾘｰ 高原を疾走する全日本ラリー選手権

24. ﾛﾝｸﾞﾗｲﾄﾞ（自転車） 美しい海岸線を駆け抜けるロングライド（自転車）

鳴砂体験 鳴砂の浜体験ウォーク 

ﾘﾌﾚｯｼｭ、 

を聞く海上タクシードライブ 

カキバーベキュー 
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◇図１２－⑤ 【京丹後市の企画・イベントに関する興味度】 
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「カキバーベキュー」、「ガイドウォーク＆郷土料理」、「鳴き砂体験」について、５割
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３ 観光振興の課題整理 

第１次計画においては、観光振興の総括的な課題を７つに整理したうえで、コンセプ

トに『極上のふるさと観光づくり～全市域のあらゆる資源を観光に結びつける京丹後ま

るごと観光～』を掲げ、５つの基本方針のもと、１３３のアクションプラン※をメニュ

ー化し、事業を推進してきました。 

    

【７つの総括的な課題】 

① 観光による生活基盤の継承発展が早急に必要です 

② 地域の資源、四季折々の魅力が十分に活かされていません 

③ もてなしの文化を発揮する必要があります 

④ 外国人旅行客を誘致し、国際観光を推進する必要があります 

⑤ 地域の魅力・情報を効果的に発信することが重要です 

⑥ アクセスの改善と地域内交通を充実させる必要があります 

⑦ 地域や業界、市民が一体となって取り組む体制が必要です 

 

【５つの基本方針】 

① かけがえのないふるさとを守り育てる観光を目指します 

② 地域資源を活かして未来を拓くほんまもん観光・体験を提供します 

③ 京丹後人気質をもったもてなし観光と国際観光に取り組みます 

④ 徹底したマーケティング※手法で戦略的に情報を発信します 

⑤ 地域が総ぐるみで観光に取り組みます 

    

第２次計画の策定にあたっては、まず基本方針の実施状況を整理し、それを踏まえて

総括的な課題について再評価を行い、第２次計画の策定の方向について取りまとめまし

た。 

 

（１）基本方針ごとの実施状況 

＜基本方針１＞ かけがえのないふるさとを守り育てる観光を目指します 

主な実施事業 テーマ①歴史遺産、地域の「宝」を活かすために、丹後建国

1300 年記念シンポジウムの開催や、網野銚子山古墳の整備基

本計画の策定を行うなど、地域の宝の整備と発信を行いまし

た。 

テーマ②ふるさとの物語を伝え感動につなげるため、丹後七

姫めぐりマップの作成、大河ドラマの誘致活動、「京丹後市の

伝承・方言の刊行」などを行いました。 

テーマ③ジオパーク構想を推進し、豊かな自然を守り活かす

ため、ガイド養成、広報啓発活動、サインや拠点施設の整備、

大地の学習フィールドワーク※などを実施し、世界ジオパーク

ネットワークへの加盟認定に向けて取り組みました。 
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成果と課題 平成２２年１０月に山陰海岸ジオパーク※が世界ジオパー

クネットワーク※への加盟を認定されるとともに、丹後建国１

３００年に向けての歴史を活かす取り組みなどを進めてきま

した。 

ジオパークや歴史・伝説といった地域の宝について、その魅

力を十分に周知・ＰＲできていないこともあり、観光に活かそ

うという機運がなかなか盛り上がらない、地域の魅力を語るこ

とができないといった課題があります。 

今後の方向 市観光立市推進条例で規定する「住んでよし、訪れてよし」

の魅力ある観光地を目指すためには、地域固有の文化、伝統を

継承し、地域に誇りを持って、その魅力を多くの人に語り伝え

ていくことが大変重要です。そのためにも、宝の整備やジオパ

ーク活動を一層推進するとともに、丹後建国１３００年を契機

として、かけがえのない日本のふるさとでもある私たちのふる

さと丹後を守り育てることが必要です。 

 

＜基本方針２＞ 地域資源を活かして未来を拓くほんまもん観光・体験を提供します 

主な実施状況  テーマ①海を活かした観光を推進するため、漁業者等と連携

を進め、漁船等を活用した遊覧船の運航が 3地域で始まり、海

の魅力やジオパークの魅力をＰＲすることでき、新たな観光素

材となりました。 

 テーマ②農を活かした観光を推進するため、農業者等と連携

を進め、新たに 5軒の農家漁家民宿が開業するなど、都市部の

大学生等に農業体験メニューの提供が始まりました。 

 テーマ③ものづくり観光を推進するため、丹後ものづくりパ

ークにおける見学やちりめん工場や工房での見学の受入れが

行われていますが、利用者は少ない状況にあります。 

 テーマ④まち歩き観光を推進するため、地域におけるまち歩

きマップの作成やガイド養成講座の実施、ジオトレッキング※

の実施などが新たに行われました。 

 テーマ⑤京丹後ブランドとなる土産物づくりにおいては、サ

ワラの活用やご当地バーガーの販売が行われましたが、ブラン

ドとなる土産物づくりまでには至りませんでした。 

成果と課題 遊覧船の運航、農家・漁家民宿の開業、ジオトレッキングの

実施など、新たな観光素材を提供することができました。 

さらに、地域資源を活かした魅力ある観光商品を造成してい

くことと、多くの観光客に利用してもらうための、本格的なサ

ービスをいかに提供していくのかが課題であります。 
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今後の方向 ふるさとの魅力を味わってもらい、もう一度来たい感動の旅

を提供するために、地域の魅力ある歴史、文化、海、農、グル

メ、温泉、産業などを、ゆっくりと心温まる案内で満喫しても

らう取り組みを一層進める必要があります。四季型・滞在型の

観光を進めるためにも、さと歩き※や食の魅力、健康長寿のま

ちであることや、スポーツを活用した観光振興を図ることが大

切です。 

 

＜基本方針３＞ 京丹後人気質をもったもてなし観光と国際観光に取り組みます 

主な実施状況 テーマ①味の極上地づくりについては、サワラ、沖ギス、ま

た養殖が開始されたクロアワビなど地元食材を旅館で味わう

旅行商品をＫＴＲ企画プランとして販売するなど、観光業と他

業種の連携を進めました。 

テーマ②ゆっくり滞在できる宿泊魅力の向上について、京都

府丹後観光圏事業と連携し、丹後一円の特色ある景観、体験、

食を楽しみながらゆったりと巡る、連泊滞在コースの開発と発

信などに取り組みました。 

テーマ③ホスピタリティ※の向上に関しては、お茶のみ処、

トイレ処として宿を提供する取り組みや、おもてなしセミナー

を開催するなど、主に観光業におけるおもてなしの向上に努め

ました。 

テーマ④インバウンド※の推進に関しては、市観光協会によ

るアセアン観光連盟国際会議の誘致・開催や台湾高雄観光協会

との友好提携などに取り組み、台湾からツアーが始まっていま

す。 

テーマ⑤修学旅行の魅力づくりと誘致について、地引網、防

潮保安林の整備体験など地域の特色を活かした修学旅行の受

入れを実施しています。 

テーマ⑥快適に移動できる交通環境・サイン※の整備は、上

限２００円バスの延伸と日帰り温泉への乗り入れなどＫＴＲ

と観光施設のネットワークを強化、またデザインを統一した観

光サインの整備を引き続き行っています。 

テーマ⑦環境に優しい観光活動の推進については、ＫＴＲフ

ラワーオーナー制度による駅舎への花壇整備、グリーンニュー

ディール基金を活用した海岸清掃活動などを推進しました。 

成果と課題 それぞれのテーマごとの取り組みは着実にすすめられ、特に

宿のサービスについては、すでに高い評価を得ています。取り

組みを通じて、きめ細やかなおもてなしが市民全体のものとな

り、国内外を問わず観光客をあたたかく受け入れる必要があり

ます。 
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今後の方向 京丹後らしい温かいもてなしの観光地づくりを進めるため、

観光周遊のためのインフラ面として、２次交通や案内看板の整

備促進するとともに、ひとりでも多くの市民がジオパーク※を

はじめとした本市の魅力を認識し、自信を持って観光客を受入

れ、もてなすことが出来るようテーマに沿った取り組みの継続

が必要です。また、近隣諸国との国際交流を進めるなかで、観

光地としてインバウンド※の必要性について改めて認識し、受

入体制を整備する必要があります。 

 

＜基本方針４＞ 徹底したマーケティング※手法で戦略的に情報を発信します 

主な実施状況 テーマ①観光マーケットの感度を向上させるために、丹後観

光旅行調査を実施するなど、観光客ニーズの把握に努めまし

た。 

テーマ②訴求力のあるイメージづくりについては、第１次計

画のコンセプト「極上のふるさと」を総合パンフレットのタイ

トルに活用、「きてーな京丹後」をキャッチコピー※として使

用しています。 

テーマ③ターゲット戦略については、関東圏をターゲット

に、著名人をコメンテーターとした情報発信ＰＲ事業を丹キャ

ンで実施しました。 

テーマ④効果的な情報発信については、丹後七姫である細川

ガラシャを主題としたＮＨＫ大河ドラマ誘致活動の展開、市内

体育施設を活用した合宿誘致活動などを進めてきました。 

テーマ⑤情報発信ツールの選択と集中に関しては、パンフレ

ットの整備や京丹後市総合パンフレット「極上のふるさと京丹

後」の作成、市ホームページの３ヶ国語(英語、中国語、韓国

語)対応などＩＴを活用した情報発信を行いました。 

成果と課題 キャッチコピーを活用したパンフレットの作成や、ＩＴを活

用した情報発信、また情報の多言語化などに取り組んできたと

ころですが、ターゲットとする客層に必要かつ的確な情報発信

が出来るには至っていません。 

今後の方向  観光客のニーズや動向を的確に把握するとともに、高速道路

網の伸展などの交通インフラ整備などを見据えた集客のター

ゲットエリア、集客のターゲットパーソンを定め、ターゲット

ごとに本市の豊富な地域資源を組み合わせた魅力的な情報を

提供し、認知度と興味度を高め誘客促進につなぐ必要がありま

す。 
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＜基本方針５＞ 地域が総ぐるみで観光に取り組みます 

主な実施状況 テーマ①総合的な観光推進組織づくりについては、京丹後市

の観光資源をコーディネートできる人材の採用、京都府観光連

盟をはじめとする広域組織との連携に取り組みました。 

テーマ②観光活動の原動力となる人材の育成に関して、「ジ

オコーディネートガイドセミナー」や「おもてなしセミナー」

を開催し、人材育成に努めました。 

テーマ③観光立市推進条例との連携については、市民、観光

関係者対象とした「観光まちづくりフォーラム」などを開催し

ました。 

成果と課題 平成２０年４月に発足した京丹後市観光協会を中心として

行政、関係団体、観光事業者の連携を図ってきましたが、地域

が総ぐるみで観光に取り組むまでには至っていません。市内の

観光施設、観光事業者の連携をコーディネートできる人材の育

成も含め、観光協会を中心とした観光推進体制が必要です。 

今後の方向 観光入込客の減少をくい止め、増加傾向に持っていくために

は、市、観光協会等観光関連団体、観光事業者、市民が一体と

なって取り組む体制が必要です。観光に対する課題や目標を共

有し、それぞれの役割を果たしながら、観光商品開発、誘客宣

伝、もてなしの向上など一体となった早急な取り組みが必要と

なっています。 
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◇表７ 市観光振興課の事業実施概要 

（単位：千円） 

項目 内容 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

観光協会活動補助 26,778 31,559 25,202 

パンフレット等作成 5,811 9,387 3,297 

観光協会等支援事業 

インバウンド※事業 0 0 1,623 

宣伝活動 1,547 1,180 1,058 

観光団体負担金 8,237 8,134 8,279 

観光宣伝活動事業 

インバウンド推進事業 0 1,918 1,266 

観光振興計画推進 580 142 514 

体験観光推進事業等 4,575 1,579 7,070 

ボンネットバス運行 706 875 0 

観光業等活性化補助 1,000 1,200 1,900 

観光のまちづくり推進事業補助 5,000 0 0 

観光のまちづくり推進事業 

教育旅行等誘致促進事業 0 1,191 114 

観光の魅力づくり推進事業 観光インフラ基金を活用した補助 39,823 23,084 18,793 

イベント実施 ウルトラ、ドラゴン、飛天等 6,905 11,345 14,421 

ガイド養成、普及啓発 400 5,063 5,886 

協議会負担金 1,010 2,657 2,657 

ジオパーク推進事業 

ジオサイト※サイン※整備 1,667 1,192 0 

トイレ、シャワー等整備 68,224 1,105 1,260 

無電柱化事業 8,400 0 3,570 

観光施設整備事業 

観光案内サイン整備 580 716 1,271 

運営補助、土地借上料等 33,007 33,004 30,648 あじわいの郷支援 

臨時駐車場撤去整地費 0 20,370 0 

水難対策事業 海水浴場連絡員配置等 11,217 12,243 11,552 

海水浴場等海浜施設管理 14,250 14,130 12,680 海浜等施設管理事業 

大雨災害ごみ撤去 9,103 0 6,099 

自然公園事業 自然公園施設管理 14,664 12,347 10,914 

運営事業 112,964 113,892 101,632 指定管理運営事業 

大規模修繕 73,989 51,213 19,595 

観光等施設一般 その他観光施設管理修繕 15,344 31,799 16,431 

合計 465,781 391,325 307,732 

 ※平成 21 年度及び 22年度においては、それぞれ 135,848 千円、53,659 千円の臨時対策交付金

事業を実施。
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（２）総括的な課題の再評価 

前項の第１次計画の基本方針の実施状況を踏まえ、総括的な課題について再評価

を行いました。また、第１次計画期間中の観光入込客数及び宿泊客数が減少傾向に

あることから、この状況を改めて課題として加えています。 

 

①観光による生活基盤の継承発展が早急に必要です 

京丹後市の歴史に根ざしたふるさとの生活基盤が弱体化しつつあり、このままでは

文化から自然にわたる地域の基盤が失われることが危惧されます。この現状を解決す

るため、観光により早急に地域生活の継承発展に取り組む必要があります。 

【課題に関する現状の分析と再評価】 

・基本方針１の実施状況にみられるとおり、ジオパーク※活動や、自分の住む地域へ

の誇りや地域の魅力についての認識が深まらないのが現状です。丹後建国１３００

年を契機に地域の魅力を再認識するとともに、観光資源となりうる地域の文化、伝

統を継承していくことが必要です。 

 

 

②地域の資源、四季折々の魅力が十分に活かされていません 

京丹後市には、豊富な海産資源に恵まれた日本海があり、これらと一体となった漁

村風景、自然海岸が今も残されています。また、長い歴史に培われた農林業、ちりめ

ん産業は先端産業にも受け継がれ、ものづくり文化として息づいています。さらに、

世界ジオパークネットワーク※への加盟を認定された「山陰海岸ジオパーク」は、鳥取

県、兵庫県とも連携しつつ、保全活動はもちろん本格的な観光利用に向け、地域が一

体となって積極的な展開が必要です。このような地域固有の自然から文化、産業まで

のあらゆる資源を活かしたほんまもんの観光価値を追及しなければなりません。 

【課題に関する現状の分析と再評価】 

・基本方針２の実施状況にみられるとおり、京丹後市のジオパークの美しい自然や地

場産業など、地域の魅力的な資源を活かした体験や見学メニューが提供されつつあ

りますが、予約の必要なものが多く、観光客が参加しやすい状況にないのが現状で

す。体験の魅力に、ジオパークの恵みでもある豊富な温泉や地産地消の食の魅力を

あわせて提供することで、さらに魅力を高めていくことが必要です。また、京丹後

市の美しい砂浜海岸をはじめとした自然環境の保全をさらに進め、それを活かした

スポーツツーリズム※などでの誘客を検討する必要があります。 
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③もてなしの文化を発揮する必要があります 

京丹後市の人には、人々をあたたかくもてなす気質がありますが、観光の場面では

まだまだ十分に発揮されていません。京丹後市に訪れる人々の気持ちを大切にし、普

段の気持ちよいあいさつから接遇、道の案内など様々な点で改善の余地があり、これ

らに積極的に取り組むことが求められています。 

【課題に関する現状の分析と再評価】 

・基本方針３の実施状況にあるとおり、京丹後市の魅力、観光地での案内など市民が

十分には説明できず、観光客に対するもてなしの気持ちの少ないのが現状です。コ

ミュニティービジネス※による地域協働など、地域ぐるみの観光振興をすすめ、も

てなしの心を醸成する必要があります。 

 

④外国人旅行客を誘致し、国際観光を推進する必要があります 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤地域の魅力・情報を効果的に発信することが重要です 

魅力ある京丹後市の資源が、他地域の人々に十分に伝わっていません。普段の当た

り前のものであっても、他地域の人々には希少価値として評価されるものが質的、量

的に多くあり、これらを限られた予算の中で効果的に活用していくことが求められて

います。個々の魅力ではなく市域全体で情報を共有し、展開していくことが必要です。 

【課題に関する現状の分析と再評価】 

・基本方針４の実施状況にあるとおり、広域組織や団体によるものを含めると、パ

ンフレットやホームページは多種多様にあり、それぞれ観光情報は整理・整備さ

れつつあります。今後は、すべてのターゲットに向け、同一の観光情報を提供す

るだけでなく、ターゲットの嗜好に合った情報を精査し、必要とされる情報発信

を展開する必要があります。 

京丹後市の豊富な観光資源、それを活かした体験やエコの取り組みは、世界へ通用す

る可能性を秘めていますが、外国人旅行客は少ないのが現状です。今後は、国の政策と

連動したインバウンド※施策やジオパーク※の活用により、外国人旅行客の増加を図り、

国際観光・国際交流を推進する必要があります。 

【課題に関する現状の分析と再評価】 

・基本方針３の実施状況にあるとおり、外国人観光客を受け入れる必要性の認識が、

観光業者においても高くない現状であり、観光協会と行政によるリーダーシップで

意識改革と受入体制の整備を進める必要があります。 

・ジオパークは国際的に共有される価値をもっており、これを活かした国際交流に向

けた受け入れ態勢の整備と、情報提供が必要です。 
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⑥アクセスの改善と地域内交通を充実させる必要があります 

今後、首都圏からの誘客を推進するためには、飛行機など首都圏からのアクセス環

境を改善することが重要です。また、市内観光地を結ぶ地域内交通をさらに充実させ

ることにより、観光客の利便性の向上と滞在の促進を図ることが必要です。 

【課題に関する現状の分析と再評価】 

・基本方針３の実施状況にあるように、市内の観光地、観光スポットは広範囲にわた

って存在しており、宿泊後の市内周遊が困難であるのが現状です。近隣地域とも連

携した公共交通の利便性の向上と、統一的な案内看板の設置を進め、観光客の周遊

を促進する必要があります。 

 

⑦地域や業界、市民が一体となって取り組む体制が必要です 

６つの地域が合併してできた京丹後市は、地域や観光団体、市民も含めて一体とな

った観光を振興する体制が確立されていません。事業を推進していくには、地域、業

界など関係者が一体となった取り組み体制が必須です。 

【課題に関する現状の分析と再評価】 

 ・基本方針５の実施状況にあるように、観光振興計画の推進体制に弱さが見られるた

め、計画が実現されるための体制づくりを行う必要があります。 

 

 ⑧縮小する観光客・観光産業を早急に維持拡大基調に戻す必要があります 

  観光客数、宿泊者数、消費金額の減少傾向をくい止め、増加傾向に持っていくこと

が急務です。 

【課題に関する現状の分析と評価】 

・第１次計画の期間における観光入込客数及び宿泊客数については減少傾向にあり、

目標数値から乖離しているのが現状です。観光入込客の維持拡大を目指して市、観

光事業者、観光関連団体、市民がスクラムを組み、社会情勢の変化に対応しつつ、

費用対効果が現れる取り組みを進める必要があります。 

 

 

 

 

（３）第２次計画策定の方向 

   前項で再評価した総括的な各課題については、基本的な課題としては依然解消され

ておらず、これまで行ってきた実績を踏まえつつ、引き続き対応していく必要があり

ます。このため、第２次計画の策定にあたっては、課題ごとの現状分析と再評価を踏

まえつつ、マスタープラン※である第１次計画のコンセプト※、基本方針を踏襲し、個

別の事業についてはアクションプラン※を見直すものとします。 

その上で、第１次計画でのアクションプランは、観光振興にかかるあらゆる可能性

を追求することを重視したため、多様で総花的なアクションプランを前提に策定しま

したが、第２次計画では、これまでの実績を評価・分析し、より実効性、実現可能な

内容に見直しを行いました。具体的には、次のとおりです。 
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① 見直しの考え方 

・関連上位計画や環境の変化などを踏まえて、133 のアクションプラン※について、

実績の評価・分析を行います。 

・評価・分析に基づく見直しは、限られた予算や体制を踏まえて、施策の集中と選

択を行い、より具体的な事業を明らかにします。 

② 具体的項目の見直し 

・第１章の現状は時点修正し、課題について見直しの方向を示します。 

③ アクションプランの見直しの方法 

  ・アクションプランは、3 か年の評価をもとに、選択と集中の視点から整理を行いまし

た。その見直しの方法は、次の 4ステップで行いました。 

 
ステップ 1  アクションプランの進捗状況把握(完了・実行中・着手・未着手の４段階で評価) 

 133 のアクションプランを 3段階の優先度別に進捗状況を把握しました。 

ステップ 2  進捗状況と優先度を考慮して、継続・削除・新規展開を検討 

第 1 次計画の実施状況を評価分析し課題を再評価した上で、なおかつ優先度が高く引き続き継

続して取り組むべき事業、未着手で将来も取り組みが困難な削除する事業、完了し削除する事

業の 3タイプに整理しました。 

ステップ 3  選択と集中の視点から、重複や類似項目の整理 

 重複、類似している事業は、統合整理し、項目を減らして、簡潔にわかりやすくしました。 

ステップ 4  課題の再評価、３か年の環境変化等をもとに新規に重要な事業を追加 

市場の変化、進捗状況の変化の中で、新たに取り組むべき事業を検討し、追加しました。 

 

 この４ステップを図で示すと次のとおりです。 

◇図－１３ アクションプランの見直しのステップ 

優先度 

進捗状況 

A 

(最も高い) 

B 

(高い) 

C 

(普通) 

備考 

完了 

 

４件  

終了したため削除 

(泊食分離の課題は

統合) 

該当なし 該当なし  

実行中 

 

すべて継続 該当なし  

着手 

 

すべて継続 該当なし  

未着手 

 

新規展開(１件・携

帯ナビ) 

継続(２件) 困難なものは削除 

(１件) 

個別に判断し、新た

な展開、継続、削除

を検討した。 

新規追加 

 

優先度が高く新規

に追加が必要な事

業を検討提案 

   

以上の結果、133 のアクションプランは、79のアクションプランとなりました。

ス
テ
ッ
プ

ス
テ
ッ
プ

ス
テ
ッ
プ

ス
テ
ッ
プ
１１１１    

ステップステップステップステップ 1111    

ステップステップステップステップ 2222        
ステップステップステップステップ 3333    

ステップステップステップステップ４４４４    
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第２章 将来ビジョン  

 

１ コンセプト※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 目標数値(現状の減少傾向を止め、微増を基本目標とする) 

□年間観光入込客数  現状 175 万人⇒ 目標 ２0０万人 
長引く経済不況下にあって、震災、大雪などの自然の脅威が重なり、長期の減少傾向にあるが、情
報発信の強化、滞在型観光の促進により、減少を止め、現状維持を基本に、200 万人観光地を目指
します。 
 

□年間宿泊客数     現状 35万人⇒ 目標 ４５万人 
「京都府丹後観光圏※」による広域での連泊・滞在の仕組みづくり、体験型観光推進による滞在促進
の取り組み、教育旅行・合宿旅行の誘致、農家民泊※、インバウンド※などを推進するとともに、将
来を担う宿づくりに重点的に取り組み急激な落ち込みを止め、平成 20 年度の宿泊者数である約 45
万人までの回復を目指します。 
 

□年間外国人宿泊客数 現状 905 人⇒ 目標 ５,０００人 
年間外国人宿泊者数は、宮津市ではすでに約 9,000 人となっています。日本への外国人旅行客は順
調に伸びており、単独の誘客や広域連携による誘致活動を強化することで、飛躍的な増加を目指し
ます。 

 

京丹後市には、自然、温泉、味覚、歴史、文化など素晴らしいふるさとの資源が市

域全体にわたり存在し、地域の将来の発展に向けては、これらの貴重な資源を活かし

た観光を振興することが最も重要な課題です。「観光なくして京丹後市の発展はない」

ことが出発点です。 

そして、観光客のための観光を超えて、かけがえのない日本のふるさとでもある私

たちのふるさと丹後を守り、育てる地域のための観光にこだわる｢住んでよし、訪れ

てよし｣の観光地を目指します。 

このため、観光関係者だけでなく、行政はもとより市民が参加し、地域が一体とな

って、観光の可能性を最大限に追求するため、全国でもまれな質をもった「極上のふ

るさと」を目指した観光地づくりに取り組みます。「極上のふるさと観光づくり」は、

これまでの曖昧で漠然とした観光から脱皮し、人、もの、情報、資金の集中と選択を

行い、戦略的に観光ビジネスを創造し、地域の雇用の増大と幅広い分野にわたる地域

経済の活性化を図り、観光立市の実現を目指します。 

丹後は日本のふるさと 

「極上のふるさと観光づくり」 
全市域のあらゆる資源を観光に結びつける 

「京丹後まるごと観光」 

約 14％増 

約 29％増 

約 552%増 

※現状は平成 23年、目標は平成 29年の数値 
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３ 基本方針とテーマ 

 

 基本方針 １  かけがえのない日本のふるさとでもある私たちのふるさと丹後を 

守り育てる観光を目指します 

 

市民や京丹後市出身者、京丹後を訪れた人にとって、京丹後市の海、山やまちはたっ

たひとつしかないかけがえのないふるさとです。 

ここには、先祖が残してくれた自然、歴史、文化があり、まずこれらを守り育てる観

光に取り組みます。 

 

 【テーマ】 

①丹後王国などの歴史遺産、地域の「宝」を活かします 

②ふるさとの物語を伝え感動につなげます 

③ジオパーク活動を推進し、豊かな自然を守り活かします 

 

 

 基本方針 ２  地域資源を活かして未来を拓くほんまもん観光・体験を提供します 

 

京丹後市には、海、山、里の自然、農業、漁業、ものづくり、食、温泉、歴史、まち

などが織り成すここにしかない地域の資源が豊富にあります。 

これらジオパークの恵みである地域資源にこだわり、活かして、地域の未来を築くた

めに、ほんまもんの観光、ほんまもんの体験を提供します。 

 

 【テーマ】 

①海の観光 

②農の観光 

③ものづくり観光 

④さと歩き観光 

⑤京丹後ブランドとなる土産物づくり 

 

 

 基本方針 ３  京丹後人気質をもったもてなし観光と国際観光に取り組みます 

 

京丹後人は、勤勉さ、こだわりの真摯さ、地域の結束力などの気質があり、この土地

が先祖から受け継いできた心をもって、京丹後市ならではの温かいもてなしを特徴とす

る観光を創ります。 

 また、「極上のふるさと」を積極的にアピールし、外国人旅行客の誘致に積極的に取り

組みます。 
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 【テーマ】 

①味の極上地づくり 

②ゆっくり滞在できる宿泊魅力の向上 

③ホスピタリティ※の向上 

④インバウンド※の推進 

⑤修学旅行の魅力づくりと誘致 

⑥快適に移動できる交通環境・サイン※の整備 

⑦きれいな観光地づくり活動の促進 

 

 

 基本方針 ４  徹底したマーケティング※手法で戦略的に情報を発信します 

 

観光客のニーズを把握し、地域の資源を最大限に活かせるテーマ、ターゲットを絞り

込み、優先順位、費用対効果などの視点から戦略的に情報を発信します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 基本方針 ５  地域が総ぐるみで観光のまちづくりに取り組みます 

 

観光は地域が総ぐるみで競争する時代になっており、個々の事業者や地域だけでは限

界があります。 

京丹後市観光振興条例に基づき、市民総ぐるみで各地域を超えて市域がひとつとなり、

産官、業種、業界、年齢などを超えて観光のまちづくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

【テーマ】 

 ①観光マーケットへの感度向上 

 ②ターゲット戦略 

 ③効果的な情報発信 

 ④情報発信ツール※の選択と集中 

【テーマ】 

①総合的な観光推進組織づくり 

②観光活動の原動力となる人材の育成 
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第３章 アクションプラン   

 

1 重点戦略プロジェクト 

 

重点戦略プロジェクトは、減少傾向を打破するために、多くのアクションプラン※の

中から、より具体的に優先して取り組むべき事業を取り上げ、戦略的に早期の効果を得

ることをねらっています。 

 

 重点戦略プロジェクト １   滞在型観光の促進 

 

宿泊施設は、観光活動の中心的な役割を担う重要な拠点です。しかし、近年は宿泊客

の長期の減少傾向が見られ、地域産業にも影響が危惧されることから、強みを活かして

弱みを克服する具体のプロジェクトに取り組み、滞在型観光を促進します。 

 

◇表８ 重点戦略プロジェクト１ 

事業 内容 

1.冬のカニ誘客強化 日本一のカニの魅力をさらに活かして、冬の集客力を高める強化策を打
ち出します。 
・日本一のカニの魅力を国内外にさらにアピール 
・カニの料理について、京丹後市ならではの名物の開発 
・冬のカニと連携した京丹後の体験等のコースの開発 

2.日本一の砂浜海岸
づくり 

海岸利用の活性化を図り、年中にぎわう砂浜海岸を目指して、砂浜の環
境整備を行い、施設の充実を図り、利便な浜辺づくりを行います。 
・海岸清掃の機械化導入の検討など、保全活動の推進 
・砂浜海岸への遊歩道、及び自転車道の整備、快適なサービス(飲食・
レンタル)の提供と利便性の高い施設整備(シャワー、脱衣、休憩など) 
・日本一の砂浜海岸としての情報発信 

3.フードフェア※の
実施 

京丹後市の強みである海山の食材をアピールするフードフェアを宿泊
施設で統一的に展開します。冬のカニだけでなく、地産地消を基本にオ
ールシーズンのグルメの魅力をアピールします。 
・先ずは、春と秋の閑散期に食材を限定して、フェアを実施 
・フードフェアの企画会議、マスコミ・旅行代理店などへの PR 
・アンテナショップ※、イベントなどでの PR 

4.インバウンド※の
推進 

海外からの誘客を行うための活動を展開します。 
・パワーブロガー※の招致 
・現地キーマンとの交流、提携 
・ビジット･ジャパン事業※など広域連携による誘致展開 
・個人旅行者に向けた、関西国際空港からの送迎バス事業の検討 
・台湾、中国、及びアセアン諸国等をはじめとする関係国との連携 

5.スポーツツーリズ
ム※の推進 

スポーツを通じて新しい旅行の魅力を作り出し、地域資源と連携した新
しい価値と感動を提供します。 
・歴史街道丹後 100ｋｍウルトラマラソン世界大会をはじめ、各種大会
の誘致と施設整備の推進 
・日本一の砂浜海岸を活用した交流の促進 
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6.業態改革支援 宿泊業は、日々変化しており、常に改革が求められています。サービス、
施設整備、財務、営業展開など様々な改革に対して、コンサルタント派
遣や勉強会などを通して、個店の改革を支援します。 
・コンサルタント派遣事業 
・宿泊事業の診断 
・ホームページの活用など IT 化によるビジネス展開指導など 

7.宿泊業界の行動力
アップ 

宿泊業界の連携により、地域が一体となった上記の活性化を図るため
に、情報の共有はもとより、組織的な統合を進めテーマごとの取り組み
を図ります。 
・宿泊業界がまとまった連絡会議の設立 
・海水浴再生部会、フードフェア※部会、インバウンド※部会、送迎バ
ス検討部会などテーマごとの検討推進組織を設立 

 

◇図－１４ 強みを活かし弱みを克服する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
    
・美しい海と砂浜 
 
・ジオパーク 
 
・素晴らしい海山の食材 
 
・グルメの宿 
 
・温泉 
 
・冬のカニと夏の海水浴 
(二季型利用) 

 
 
・海水浴の魅力が減少 
(施設・サービスの貧弱) 

 
・春と秋の集客が弱い 
 
 
・インバウンド※は弱
い 
(国際ビシネスネットワ

ークが未整備) 

 
・宿泊業の弱体化(施
設の減少、マーケットの

変化への対応の遅れ) 

 
・宿泊業界の連携が少
ない(地域・全市の連携)

日本日本日本日本一一一一のののの砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸づくりづくりづくりづくり    

冬冬冬冬ののののカニカニカニカニ誘客強化誘客強化誘客強化誘客強化    

フードフェアフードフェアフードフェアフードフェア※    

インバウンドインバウンドインバウンドインバウンド推進推進推進推進    

スポーツツーリズムスポーツツーリズムスポーツツーリズムスポーツツーリズム※推進推進推進推進    

業態改革支援業態改革支援業態改革支援業態改革支援    

宿泊業界宿泊業界宿泊業界宿泊業界のののの行動力行動力行動力行動力アップアップアップアップ    

強強強強みみみみ    弱弱弱弱みみみみ    

 

重点戦略重点戦略重点戦略重点戦略プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    

滞在型観光滞在型観光滞在型観光滞在型観光のののの促進促進促進促進    
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 重点戦略プロジェクト ２   世界ジオパーク活動の推進 

 

日本のふるさと京丹後市の魅力を味わってもらうために、ジオパークを活かした地元

のガイドによるさと歩き※を、新たな観光シンボルとして開発し、もう一度来たいと思

う感動の旅を提供します。歩きながらのきめ細かな心あたたまる案内を基本に、ゆっく

りと地域の歴史、文化、グルメ、温泉、産業などを味わうコースを提供します。さと歩

き観光は、滞在時間を延長し、素通りを減少させ、グルメの案内やお土産物などの消費

を活性化する効果を誘引します。 

◇表９ 重点戦略プロジェクト２ 

事業 内容 

1.さと歩きコース
の開発整備 

さと歩きは、サイクリングや徒歩圏内でのコースを前提に、ふるさとの魅
力、ジオパークの魅力をガイドを通して提供します。ジオパークを共通に、
各地区(久美浜、木津・夕日ケ浦、網野、琴引浜、間人、峰山など)毎の地
域特性に合わせてコースを開発整備します。 
・ジオサイト※を含むモデルコースの開発 
・砂浜海岸への遊歩道の整備 
・駅前などでの案内拠点整備(網野駅などの案内機能の強化) 
・さと歩きマップの作成 
・さと歩きのための案内看板、サイン※などの整備 
・コース内での土産物・名物案内、個店のアピール、体験観光との連携、
商店街への誘導、生産現場の見学などの組込み 
・無電柱化による景観美化の推進 

2.さと歩きガイド
の育成・体制づくり 

さと歩きのガイドはジオパークの知識も有する必要があり、事業を左右す
るキーポイントになるため、地元のガイドの育成を行うとともに受け入れ
体制を整備します。 
・ガイド育成講座の開設、認定制度の創設 
・丹後検定の促進と合格者の語り部の活用 
・ガイド組織の整備、予約・受付などのサービス体制づくり 
・他地域ガイドとの交流促進 

3.グルメの魅力 ジオパークの恵みである京丹後の魅力あるグルメは、特に案内・アピール
を徹底する。 
・グルメ店舗の案内、モデルコースへの組込み 
・季節の魚、野菜など、おすすめのグルメの魅力を解説 

4.PR 営業展開 ジオパークを活用したさと歩きを目玉商品として展開するために、PR、営
業を行う。 
・宿泊での案内、HPでの紹介など 
・マスコミ、雑誌などへの掲載 
・教育旅行等誘致への活用 

◇図－１５ さと歩きガイドのモデル拠点のネットワーク 

久美浜久美浜久美浜久美浜    

木津木津木津木津・・・・夕日夕日夕日夕日ヶヶヶヶ浦浦浦浦    

丹後丹後丹後丹後    

琴引浜琴引浜琴引浜琴引浜    
網野網野網野網野    

峰山峰山峰山峰山    

ジオパーク 
ジオパーク 

大宮大宮大宮大宮    弥栄弥栄弥栄弥栄    
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 重点戦略プロジェクト ３   観光推進体制の強化 

  

全市がひとつになって、観光客・宿泊者数、消費額の減少傾向を止めるアクションプ

ラン※を推進するには、観光協会のリーダーシップのもとで、市民はもとより、民間、

行政が連携して総合的に展開していくことが求められます。ひとつのプラットフォーム

※で情報や問題を認識し、目標の共有化を図ることによって、企画、商品開発、誘客宣

伝、ホスピタリティ※の向上などの様々な面で人材から体制に至る機能を改革、強化し

ます。 

 

 

 

・国・府・市の事業の活用 

・庁内横断組織の強化による連携 

・世界ジオパーク活動の推進 

・インバウンドなどの海外展開 

・スポーツイベントの実施 など 

行政との連携 

・プロパー人材※の配置 

・地域を変革する人材発見 

・ＩＴ※の活用促進 

・インバウンド※の推進のノウハウを習

得 

・さと歩き※ガイドの育成 など 

人材づくり 

プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォームづくりづくりづくりづくり    

・情報と目標の共有 

・課題認識と解決の方向を探る 

・観光ワンストップ窓口※化 

市民市民市民市民・・・・NPONPONPONPO 等等等等    支部支部支部支部・・・・各種団体各種団体各種団体各種団体    

 
・ 宿泊関係を中心に観光業界の一本化 

・ 市民各種団体、ＮＰＯなどの強化 

・ 財源確保 

・ 本部の統率力の強化と支部の連携 など 

リーダーシップ(本部機能) 

◇図－１６ 観光推進体制の強化 

 

減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向をををを止止止止めめめめ
るるるるアクションプアクションプアクションプアクションプ
ランランランランのののの推進推進推進推進    

観光推進体制観光推進体制観光推進体制観光推進体制のののの強化強化強化強化    
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2 アクションプランメニュー 

アクションプランメニューは、前章で述べた基本方針ごとに、市、観光関係団体、観

光事業者、市民などが取り組むべき具体的な事業の提案で、５年以内に実施に向けた検

討を行い、一つでも多くの事業を実施または着手することを目標とします。 

「重点メニュー」（太字）は、その中でも特に重要と位置づけるものです。また、桃

色枠は「さらに戦略的に取り組むメニュー」、緑色の枠は「重点的に取り組む新規メニ

ュー」を表示しています。 

 

 

 基本方針 １  かけがえのない日本のふるさとでもある私たちのふるさと丹後を 

守り育てる観光を目指します 

 

凡例：◎＝主体的に ○＝支援・協力など △＝協力・参加など 

テーマ 個別プラン 主体別の取り組み 

歴史の宝庫、京丹後の発信 
観光業者・

生産者など 

観光協会・

関係団体 

市民・ 

市民団体 
行政 

1 

社寺社寺社寺社寺とのとのとのとの連携協力連携協力連携協力連携協力をををを含含含含めてめてめてめて歴史関係歴史関係歴史関係歴史関係

者者者者のののの組織化組織化組織化組織化によるによるによるによる発信発信発信発信    

・・・・全国全国全国全国にににに発信発信発信発信できるできるできるできる歴史的歴史的歴史的歴史的なななな魅力魅力魅力魅力、、、、資資資資

源源源源をさらにをさらにをさらにをさらに関係者関係者関係者関係者でででで研究研究研究研究・・・・協議協議協議協議するするするする    

・社寺関係者との協力連携の推進    

○ ◎ △ ◎ 

2 
代表的な古墳、史跡を絞り、見学でき

るための環境整備を行う 
 ○  ◎ 

3 
丹後建国丹後建国丹後建国丹後建国１３００１３００１３００１３００年年年年をををを記念記念記念記念したしたしたしたイベントイベントイベントイベント

のののの実施実施実施実施    
○ ◎ ○ ◎ 

4 
歴史、文化、伝説などを紹介するシリ

ーズ的なガイドブックの作成 
 ○  ◎ 

地域の「宝」の活用 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

5 
「「「「地域遺産地域遺産地域遺産地域遺産」、「」、「」、「」、「京丹後百景京丹後百景京丹後百景京丹後百景」」」」などのなどのなどのなどの市市市市

民参加民参加民参加民参加によるによるによるによる収集収集収集収集とととと発信発信発信発信    
○ ◎ △ ◎ 

テーマ①  

丹後王国など

の歴史遺産、

地域の「宝」を

活かします 

6 地域の祭を利用した観光客の誘致 ◎ ◎  ○ 

 

伝説・伝承の活用 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

テーマ② 

ふるさとの物

語を伝え感動

につなげます 
7 

・・・・丹後七姫丹後七姫丹後七姫丹後七姫、、、、月月月月のののの輪田輪田輪田輪田などのなどのなどのなどの各種各種各種各種ＰＲＰＲＰＲＰＲ

へのへのへのへの活用活用活用活用、、、、ゆかりのゆかりのゆかりのゆかりの地環境整備地環境整備地環境整備地環境整備をををを行行行行

うううう 

・各地に伝わる貴重な伝説・伝承を観

光に活用する 

・丹後七姫を市のマスコットキャラクタ

ーとして位置づけ、発信、ＰＲを行う    

○ ◎  ◎ 
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「「「「山陰海岸山陰海岸山陰海岸山陰海岸ジオパークジオパークジオパークジオパーク※」」」」のののの推進推進推進推進    
観光業者・

生産者など    
観光協会・

関係団体    
市民・ 

市民団体    
行政    

8 

ジオパークジオパークジオパークジオパーク活動活動活動活動のののの推進推進推進推進    

・・・・貴重貴重貴重貴重なななな地質遺産地質遺産地質遺産地質遺産をををを世界世界世界世界にににに発信発信発信発信するするするする

「「「「世界世界世界世界ジオパークジオパークジオパークジオパーク」」」」再審査再審査再審査再審査にににに向向向向けたけたけたけた取取取取

りりりり組組組組みみみみ及及及及びびびびジオサイトジオサイトジオサイトジオサイト※をををを活用活用活用活用したしたしたした特特特特

徴的徴的徴的徴的ななななジオツーリズムジオツーリズムジオツーリズムジオツーリズム※のののの推進推進推進推進    

・・・・「「「「山陰海岸山陰海岸山陰海岸山陰海岸ジオパークジオパークジオパークジオパーク」」」」によるによるによるによる世界的世界的世界的世界的

発信力発信力発信力発信力をををを活活活活かしかしかしかし、、、、外国外国外国外国からのからのからのからの旅行客旅行客旅行客旅行客

増加増加増加増加をををを図図図図るるるる    

◎ ◎ ◎ ◎ 

豊かな自然活用 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

テーマ③ 

ジオパーク活

動を推進し、

豊かな自然を

守り活かしま

す 

9 

貴重な植物のある風景（トウテイラン、

ユウスゲ、フクジュソウなど）の積極的

な活用と、フクジュソウなどを地域で

育て販売する仕組みづくりを行う 

◎ ○ △ ○ 

 

 

 基本方針 ２  地域資源を活かして未来を拓くほんまもん観光・体験を提供します 
 

テーマ 個別プラン 主体の取り組み 

漁業者と連携した海の体験の実施 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

10 

海業振興協議会海業振興協議会海業振興協議会海業振興協議会によるによるによるによる観光観光観光観光とととと漁業漁業漁業漁業のののの

連携推進連携推進連携推進連携推進とととと漁業体験漁業体験漁業体験漁業体験、、、、漁船遊覧船漁船遊覧船漁船遊覧船漁船遊覧船、、、、

漁港見学等漁港見学等漁港見学等漁港見学等のののの実施実施実施実施    

・・・・漁船漁船漁船漁船などをなどをなどをなどを活用活用活用活用したしたしたした遊覧船遊覧船遊覧船遊覧船ややややシータシータシータシータ

クシークシークシークシー※のののの実施実施実施実施    

・・・・各種漁業体験各種漁業体験各種漁業体験各種漁業体験、、、、漁港漁港漁港漁港、、、、セリセリセリセリ見学見学見学見学のののの実実実実

施施施施とととと漁家民泊漁家民泊漁家民泊漁家民泊のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ推進推進推進推進    

・・・・海業振興協議会海業振興協議会海業振興協議会海業振興協議会によるによるによるによる観光観光観光観光とととと漁業漁業漁業漁業をををを

結結結結びつけるびつけるびつけるびつける検討検討検討検討、、、、連携連携連携連携のののの推進推進推進推進    

○ ◎  ○ 

テーマ① 

海の観光 

11 

年中年中年中年中にぎわうにぎわうにぎわうにぎわう砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸づくりにづくりにづくりにづくりに向向向向けたけたけたけた

日本一日本一日本一日本一のののの砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸づくりのづくりのづくりのづくりの取取取取りりりり組組組組みみみみ

推進推進推進推進    

・・・・砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸のののの環境保全及環境保全及環境保全及環境保全及びびびび施設整備施設整備施設整備施設整備

ととととサービスサービスサービスサービスのののの提供提供提供提供    

・・・・砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸をををを活用活用活用活用したしたしたした交流交流交流交流のののの促進促進促進促進    

○ ○ ○ ◎ 

                           

農業者と連携した農業体験の実施 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

テーマ② 

農の観光 
12 

農業体験農業体験農業体験農業体験、、、、農家民泊農家民泊農家民泊農家民泊※※※※、、、、海海海海とととと連携連携連携連携したしたしたした

体験体験体験体験のののの実施実施実施実施、、、、グリーンツーリズムグリーンツーリズムグリーンツーリズムグリーンツーリズム※※※※へへへへ

のののの対応対応対応対応    

・・・・農業体験農業体験農業体験農業体験、、、、自然自然自然自然ふれあいふれあいふれあいふれあい体験体験体験体験のののの実実実実

施施施施とととと古民家等古民家等古民家等古民家等をををを利用利用利用利用したしたしたした宿泊宿泊宿泊宿泊、、、、農家農家農家農家

民泊民泊民泊民泊のののの実施実施実施実施 

・山間部で農業体験と海の体験などを

組み合わせた１泊２日体験メニューの

提供 

◎ ○  ○ 
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機械金属工場の見学 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

13 

・・・・「「「「丹後丹後丹後丹後ものづくりものづくりものづくりものづくりパークパークパークパーク」」」」をををを拠点拠点拠点拠点としたとしたとしたとした

機械金属工場機械金属工場機械金属工場機械金属工場のののの見学実施見学実施見学実施見学実施    

・・・・機械金属関係機械金属関係機械金属関係機械金属関係のののの土産物土産物土産物土産物のののの改良改良改良改良・・・・開開開開

発発発発    

・・・・関係者関係者関係者関係者によるによるによるによる協議会協議会協議会協議会のののの設置設置設置設置ととととサポサポサポサポ

ートートートート体制体制体制体制のののの確立確立確立確立    

○ ○  ◎ 

丹後ちりめん観光 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

テーマ③ 

ものづくり観

光 

14 

・・・・丹後丹後丹後丹後ちりちりちりちりめんをめんをめんをめんを活用活用活用活用したしたしたした工場見学工場見学工場見学工場見学、、、、

小物小物小物小物づくりやづくりやづくりやづくりや和装体験和装体験和装体験和装体験のののの実施実施実施実施、、、、土産土産土産土産

物開発物開発物開発物開発 

・地場産業を活かしたちりめん製品、

特に女性をひきつける製品の改良・開

発 

・成人式用の着物が購入できる女性

親子向けのツアーの実施    

○ ◎  ○ 

        

市内を周遊する観光ルートの設定 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

15 

各町各町各町各町のののの代表的代表的代表的代表的ななななスポットスポットスポットスポットをををを入入入入れたれたれたれた定定定定

番観光番観光番観光番観光ルートルートルートルートとととと、、、、エリアエリアエリアエリア別別別別、、、、所要時間所要時間所要時間所要時間

別別別別、、、、テーマテーマテーマテーマ別別別別などなどなどなど、、、、多種多様多種多様多種多様多種多様なななな観光観光観光観光ルルルル

ートートートートのののの設定設定設定設定    

○ ◎  ○ 

地域文化にふれられるまち歩きコースの作

成 

観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

16 

各町各町各町各町のののの代表的代表的代表的代表的なななな地域地域地域地域をををを絞絞絞絞ったまちったまちったまちったまち歩歩歩歩

ききききコースコースコースコースのののの設定設定設定設定とととと、、、、コースコースコースコース内内内内のののの順路標順路標順路標順路標

識識識識、、、、看板整備看板整備看板整備看板整備、、、、無電柱化無電柱化無電柱化無電柱化によるによるによるによる景観景観景観景観

美化美化美化美化    

 ○  ◎ 

17 

ちりめんをテーマにしたまち歩き 

・自転車、ちりめん製傘の貸し出し、

観光客と地元の人とのふれあい機会

の設定など、地域の特徴、丹後の特

色を活かした演出 

・着物が見える街並みの演出などとま

ち歩きとの連携    

○ ◎  ○ 

18 

・空き家、空き店舗の有効活用の検討 

・まちの商店、宿、民家などを活用し

たお茶のみ処、トイレ処などの整備 

○ ◎  ○ 

観光ルート、さと歩きコースの発信 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

テーマ④ 

さと歩き※観

光 

19 

観光ルート、さと歩きコースをまとめた

マップ集、ガイドを作成し、宿、観光施

設などへ配置するとともに、インターネ

ット上での配信を行う 

 ◎  ○ 
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20 

丹後大宮駅丹後大宮駅丹後大宮駅丹後大宮駅、、、、峰山駅峰山駅峰山駅峰山駅、、、、網野駅網野駅網野駅網野駅、、、、久美久美久美久美

浜駅浜駅浜駅浜駅などにおいてさとなどにおいてさとなどにおいてさとなどにおいてさと歩歩歩歩きききき※とととと地域地域地域地域のののの

観光案内観光案内観光案内観光案内をををを行行行行うううう拠点拠点拠点拠点をををを既存施設既存施設既存施設既存施設をををを利利利利

用用用用してしてしてして整備整備整備整備    

・・・・駅構内駅構内駅構内駅構内・・・・駅前施設駅前施設駅前施設駅前施設、、、、観光施設観光施設観光施設観光施設などでなどでなどでなどで

のののの観光観光観光観光のののの玄関玄関玄関玄関としてのとしてのとしてのとしての観光案内観光案内観光案内観光案内センセンセンセン

ターターターター機能整備機能整備機能整備機能整備    

・・・・1111 年年年年をををを通通通通じたじたじたじた観光観光観光観光ガイドガイドガイドガイドなどによるなどによるなどによるなどによるササササ

ービスービスービスービスのののの確保確保確保確保    

 ○  ◎ 

      

土産物の改良・開発 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

21 

市市市市のののの代名詞代名詞代名詞代名詞、、、、顔顔顔顔となるとなるとなるとなる代表的代表的代表的代表的なななな土産土産土産土産

物物物物やややや特産品特産品特産品特産品のののの改良改良改良改良・・・・開発開発開発開発とととと行政支援行政支援行政支援行政支援

のののの確立確立確立確立    

◎ ○  ◎ 

22 

サワラサワラサワラサワラなどのなどのなどのなどの水産加工品水産加工品水産加工品水産加工品、、、、くずくずくずくずナシナシナシナシなななな

どどどど果実果実果実果実のののの有効活用有効活用有効活用有効活用によるによるによるによる特産品特産品特産品特産品のののの改改改改

良良良良・・・・開発開発開発開発    

◎ ○  ○ 

テーマ⑤ 

京丹後ブラン

ドとなる土産

物づくり 

23 マスコミ、著名人を利用した商品ＰＲ  ○ ○  ◎ 

 

 基本方針 ３  京丹後人気質をもったもてなし観光と国際観光に取り組みます 

 

テーマ 個別プラン 主体の取り組み 

カニを中心とした食の魅力 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

24 

ニーズニーズニーズニーズ・・・・季節季節季節季節にににに応応応応じてじてじてじてカニメニューカニメニューカニメニューカニメニューにににに

多様性多様性多様性多様性をををを持持持持たせるたせるたせるたせる、、、、五感五感五感五感であじわってであじわってであじわってであじわって

もらうもらうもらうもらう工夫工夫工夫工夫    

・・・・冬冬冬冬でもでもでもでも他他他他のののの食食食食がががが選択選択選択選択できるできるできるできるコースコースコースコース、、、、

質重視質重視質重視質重視コースコースコースコース、、、、季節季節季節季節をををを限定限定限定限定しないしないしないしないカニカニカニカニ

料理料理料理料理のののの創作創作創作創作などなどなどなど、、、、カニメニューカニメニューカニメニューカニメニューにににに多様多様多様多様

性性性性をををを持持持持たせるたせるたせるたせる    

・・・・なぜなぜなぜなぜ丹後丹後丹後丹後でででで食食食食べるべるべるべるカニカニカニカニがおいしいがおいしいがおいしいがおいしい

かかかか、、、、ストーリーストーリーストーリーストーリー性性性性やややや五感五感五感五感でででで味味味味わってもわってもわってもわっても

らえるらえるらえるらえる工夫工夫工夫工夫などなどなどなど    

◎ ○  ○ 

季節感ある食と地産地消の推進 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

テーマ① 

味の極上地づ

くり 

25 
・・・・農業者農業者農業者農業者、、、、漁業者漁業者漁業者漁業者とととと観光業者観光業者観光業者観光業者とをつなとをつなとをつなとをつな

ぐぐぐぐ関係者関係者関係者関係者によるによるによるによる協議協議協議協議のののの推進推進推進推進    
○ ○  ◎ 
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26 

地産地消地産地消地産地消地産地消のののの名物名物名物名物づくりづくりづくりづくり    
・・・・有害鳥獣有害鳥獣有害鳥獣有害鳥獣をををを活用活用活用活用したしたしたしたシカシカシカシカ、、、、イノシシイノシシイノシシイノシシ肉肉肉肉
のののの活用活用活用活用    
・・・・特産品化特産品化特産品化特産品化にににに取取取取りりりり組組組組んでいるんでいるんでいるんでいるサワラサワラサワラサワラをををを
提供提供提供提供するするするする食事処食事処食事処食事処、、、、土産物店土産物店土産物店土産物店、、、、宿宿宿宿のののの増増増増
加加加加をををを図図図図るるるる    
・・・・山菜採山菜採山菜採山菜採りなどりなどりなどりなど自然自然自然自然のののの恵恵恵恵みをみをみをみを活活活活かしたかしたかしたかした
体験体験体験体験メニューメニューメニューメニューのののの開発開発開発開発とととと食食食食へのへのへのへの活用活用活用活用    
・・・・ばらばらばらばら寿司寿司寿司寿司などのなどのなどのなどの郷土料理郷土料理郷土料理郷土料理、、、、海海海海、、、、山山山山、、、、
里里里里のののの地元食材地元食材地元食材地元食材をををを活活活活かしたかしたかしたかした食食食食づくりづくりづくりづくり体験体験体験体験
のののの実施実施実施実施    
・・・・飲食店飲食店飲食店飲食店などにおけるなどにおけるなどにおけるなどにおける地産地消地産地消地産地消地産地消、、、、丹後丹後丹後丹後
ブランドブランドブランドブランド使用使用使用使用ののののＰＲ（ＰＲ（ＰＲ（ＰＲ（共共共共通通通通のれんののれんののれんののれんの設設設設
置置置置などなどなどなど））））    
・・・・久美浜湾久美浜湾久美浜湾久美浜湾のののの丹後丹後丹後丹後とりとりとりとり貝貝貝貝のののの活用活用活用活用    
・・・・そのそのそのその日日日日にににに収穫収穫収穫収穫、、、、出荷出荷出荷出荷されるされるされるされる商品商品商品商品ががががイイイイ
ンターネットンターネットンターネットンターネット発信発信発信発信されるされるされるされる仕組仕組仕組仕組みづくりのみづくりのみづくりのみづくりの
検討検討検討検討    
・・・・ジオパークジオパークジオパークジオパークをををを活活活活かしたかしたかしたかした食食食食のののの提供提供提供提供    

◎ ◎  ◎ 

27 
丹後丹後丹後丹後あじわいのあじわいのあじわいのあじわいの郷郷郷郷にににに、、、、丹後一円丹後一円丹後一円丹後一円のののの食食食食

とととと土産物土産物土産物土産物をををを集集集集めてめてめてめて発信発信発信発信、、、、販売販売販売販売するするするする    
○ ◎  ○ 

        

京都府丹後観光圏※で連携した宿泊・滞在

の魅力づくり 

観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

28 

宿泊者数及宿泊者数及宿泊者数及宿泊者数及びびびび稼働率稼働率稼働率稼働率ののののアップアップアップアップにににに向向向向けけけけ
てててて、、、、宿泊宿泊宿泊宿泊そのもののそのもののそのもののそのものの魅力魅力魅力魅力をををを向向向向上上上上させるさせるさせるさせる
総合的総合的総合的総合的なななな対応対応対応対応をををを図図図図るるるる。。。。    
・・・・宿泊施設宿泊施設宿泊施設宿泊施設のののの業態業態業態業態のののの改善改善改善改善、、、、経営改革経営改革経営改革経営改革
にににに対対対対するするするするコンサルタントコンサルタントコンサルタントコンサルタント派遣派遣派遣派遣などなどなどなど支援支援支援支援    
・・・・京阪神京阪神京阪神京阪神などからのなどからのなどからのなどからの定額安価定額安価定額安価定額安価ななななバスバスバスバス
路線路線路線路線のののの確保確保確保確保によるによるによるによる誘客支援誘客支援誘客支援誘客支援    
・・・・宿泊業界宿泊業界宿泊業界宿泊業界のののの全市的全市的全市的全市的なななな情報交流情報交流情報交流情報交流、、、、統統統統
一事業一事業一事業一事業などができるなどができるなどができるなどができるプラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム
※づくりづくりづくりづくり    
・・・・地産地消地産地消地産地消地産地消によるによるによるによる名物名物名物名物グルメフェアグルメフェアグルメフェアグルメフェア    

◎ ◎  ◎ 

29 

京都府丹後観光圏京都府丹後観光圏京都府丹後観光圏京都府丹後観光圏ででででのののの取取取取りりりり組組組組みとみとみとみと連連連連

携携携携しししし、、、、丹後丹後丹後丹後でのゆったりしたでのゆったりしたでのゆったりしたでのゆったりした過過過過ごしごしごしごし方方方方

のののの提案提案提案提案、、、、特色特色特色特色あるあるあるある体験体験体験体験などなどなどなど、、、、滞在滞在滞在滞在、、、、連連連連

泊泊泊泊（（（（泊食分離泊食分離泊食分離泊食分離をををを含含含含めためためためた))))のののの仕組仕組仕組仕組みづくりみづくりみづくりみづくり

とととと一体的一体的一体的一体的なななな発信発信発信発信    

◎ ◎  ○ 

30 
宿宿宿宿がががが営業営業営業営業マンマンマンマンになってになってになってになって、、、、地域地域地域地域のののの観光観光観光観光

のののの魅力魅力魅力魅力をををを的確的確的確的確ににににＰＲＰＲＰＲＰＲするするするする    
◎ ○   

数、種類が豊富な温泉のさらなる活用 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

31 

数・種類が豊富な温泉のまちを一体

的にＰＲする取り組み（「京丹後七湯」

など） 

○ ◎  ○ 

テーマ② 

ゆっくり滞在で

きる宿泊魅力

の向上 

32 

長寿長寿長寿長寿のののの里里里里であることとであることとであることとであることと温泉温泉温泉温泉、、、、薬草薬草薬草薬草、、、、運運運運

動動動動、、、、食食食食などをなどをなどをなどを組組組組みみみみ合合合合わせたわせたわせたわせた健康健康健康健康、、、、美美美美

容容容容ををををテーマテーマテーマテーマにしたにしたにしたにした旅行商品開発旅行商品開発旅行商品開発旅行商品開発    

・・・・「「「「エコエコエコエコ」、「」、「」、「」、「ヘルスヘルスヘルスヘルス※」、「」、「」、「」、「グリーングリーングリーングリーン※」」」」なななな

どどどど新新新新たなたなたなたなツーリズムツーリズムツーリズムツーリズムへのへのへのへの対応対応対応対応    

・・・・京丹後式健康生活京丹後式健康生活京丹後式健康生活京丹後式健康生活プランプランプランプラン、、、、京丹後健京丹後健京丹後健京丹後健

康長寿食康長寿食康長寿食康長寿食のののの開発開発開発開発    

・・・・医療観光推進医療観光推進医療観光推進医療観光推進へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みのみのみのみの検討検討検討検討    

○ ◎  ○ 
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観光業におけるもてなしの向上 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

33 

・・・・観光関係者全体観光関係者全体観光関係者全体観光関係者全体でもてなしのでもてなしのでもてなしのでもてなしの資質向資質向資質向資質向

上上上上にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ 

・宿、観光施設で統一のご意見箱を設

置し、施設毎に分析と対応を実施    

◎ ◎  ○ 

市全体でのもてなし 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

34 

市民が地域に誇りと愛着を持ち、地域

観光資源に関する知識の向上など、

観光に対する理解をもってもらう「もて

なし大賞」の実施、学校、地域、企業

などへの協力要請など、市全体での

もてなしの意識の向上を図る 

・市民が地域に誇りと愛着を持ち、地

域観光資源に関する知識の向上を図

る 

○ ◎ ○ ◎ 

35 

・・・・観光観光観光観光ガイドガイドガイドガイドのののの有効活用有効活用有効活用有効活用、、、、周知徹底周知徹底周知徹底周知徹底をををを

図図図図るるるる    

・・・・さとさとさとさと歩歩歩歩ききききガイドガイドガイドガイドのののの制度化制度化制度化制度化とととと有効活用有効活用有効活用有効活用    

・・・・丹後丹後丹後丹後ふるさとふるさとふるさとふるさと検定合格者検定合格者検定合格者検定合格者、、、、ネイチャネイチャネイチャネイチャ

ーガイドーガイドーガイドーガイド養成講座修了者等養成講座修了者等養成講座修了者等養成講座修了者等のののの観光観光観光観光ボボボボ

ランティアランティアランティアランティアのののの充実充実充実充実、、、、派遣体制派遣体制派遣体制派遣体制のののの整備整備整備整備    

 ◎  ◎ 

テーマ③ 

ホスピタリティ

※の向上 

36 
丹後ちりめん資料館、野村克也記念

館など新たな観光施設整備の検討 
 ○  ◎ 

        

インバウンドの推進と受入体制整備 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

37 

外国人外国人外国人外国人からからからから見見見見たたたた丹後丹後丹後丹後のののの良良良良いいいい点点点点をををを調査調査調査調査

しししし、、、、商品戦略商品戦略商品戦略商品戦略をたてながらをたてながらをたてながらをたてながら、、、、アジアアジアアジアアジア地地地地

域域域域をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした販売促進活動販売促進活動販売促進活動販売促進活動、、、、誘致誘致誘致誘致

活動活動活動活動のののの実施及実施及実施及実施及びびびびパワーブロガーパワーブロガーパワーブロガーパワーブロガー※招招招招

致致致致によるによるによるによる誘客誘客誘客誘客    

・・・・山陰海岸山陰海岸山陰海岸山陰海岸ジオパークジオパークジオパークジオパーク※をををを活用活用活用活用したしたしたした国国国国

際交流際交流際交流際交流とととと誘客誘客誘客誘客のののの推進推進推進推進    

・・・・スポーツスポーツスポーツスポーツ交流交流交流交流のののの実施推進実施推進実施推進実施推進    

・・・・台湾台湾台湾台湾、、、、中国中国中国中国、、、、アセアンアセアンアセアンアセアン諸国諸国諸国諸国などとのなどとのなどとのなどとの

国際交流国際交流国際交流国際交流のののの推進推進推進推進    

・・・・舞鶴港舞鶴港舞鶴港舞鶴港のののの海外航路海外航路海外航路海外航路とのとのとのとの連携連携連携連携    

 ◎  ◎ 

38 
外国語講座外国語講座外国語講座外国語講座、、、、接客接客接客接客のありのありのありのあり方方方方などなどなどなど、、、、研修研修研修研修

機会機会機会機会をををを増増増増やすやすやすやす    
 ◎  ◎ 

39 
外国語パンフレット、ホームページ、サ

イン※の整備 
 ◎  ◎ 

テーマ④ 

インバウンド

※の推進 

40 
人材バンクを設置して、通訳などを派

遣できる仕組みをつくる 
 ○  ◎ 
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教育旅行の誘致 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

41 

環境環境環境環境のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ、、、、ジオパークジオパークジオパークジオパーク認定地認定地認定地認定地

域域域域のののの特色特色特色特色をををを活活活活かしたほんまもんかしたほんまもんかしたほんまもんかしたほんまもん体験体験体験体験

などをなどをなどをなどを中心中心中心中心ににににＰＲＰＲＰＲＰＲしししし、、、、積極的積極的積極的積極的にににに修学旅修学旅修学旅修学旅

行誘致行誘致行誘致行誘致をををを図図図図るるるる    

 ◎  ◎ 

42 外国からの教育旅行誘致を推進する  ◎  ◎ 

テーマ⑤ 

教育旅行の魅

力づくりと誘致 

43 

民宿等での分宿※形態を地域で取り

組み、地元の人とのふれあいをアピー

ルする 

◎ ○  △ 

        

アクセス、丹後周遊の交通網整備 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

44 
京都縦貫自動車道京都縦貫自動車道京都縦貫自動車道京都縦貫自動車道、、、、鳥取豊岡宮津自鳥取豊岡宮津自鳥取豊岡宮津自鳥取豊岡宮津自

動車道動車道動車道動車道のののの早期整備促進早期整備促進早期整備促進早期整備促進    
   ◎ 

45 
コウノトリコウノトリコウノトリコウノトリ但馬空港但馬空港但馬空港但馬空港～～～～羽田空港直行便羽田空港直行便羽田空港直行便羽田空港直行便

のののの実現実現実現実現にににに向向向向けたけたけたけた取取取取りりりり組組組組みみみみ推進推進推進推進    
   ◎ 

46 

市内幹線道路市内幹線道路市内幹線道路市内幹線道路のののの雪雪雪雪によるによるによるによる交通障害交通障害交通障害交通障害のののの

解消解消解消解消、丹後半島一周道路（R178）の道

路改良、城崎久美浜間の三原峠トン

ネルの早期着手促進 

   ◎ 

47 

「日本風景街道」※登録（R178 丹後町

～久美浜町）を活かした道路環境整

備 

 ○  ◎ 

48 
大宮森本 IC 完成を見越し、弥栄、丹

後方面へのアクセスルート改善 
   ◎ 

市内周遊手段 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

49 
観光施設間の連携を推進し、各施設

を周遊する手段を検討 
○ ◎  ◎ 

50 

上限上限上限上限 200200200200 円円円円バスバスバスバス※のののの路線拡大路線拡大路線拡大路線拡大、、、、バスバスバスバス

停増設停増設停増設停増設にににに伴伴伴伴うううう、、、、観光観光観光観光ルートルートルートルート、、、、マップマップマップマップ作作作作

成成成成    

○ ◎  ◎ 

51 
丹後地域広域での１日乗り放題バス

の運行 
◎   ○ 

駅周辺整備及び北近畿タンゴ鉄道の活用 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

52 
北近畿北近畿北近畿北近畿タンゴタンゴタンゴタンゴ鉄道鉄道鉄道鉄道のののの総合的総合的総合的総合的なななな活性化活性化活性化活性化

支援策支援策支援策支援策のののの展開展開展開展開    
○ ○ ○ ◎ 

53 
駅施設駅施設駅施設駅施設、、、、機能機能機能機能のののの総点検総点検総点検総点検とととと必要必要必要必要なななな整整整整

備備備備、、、、適切適切適切適切なななな管理運営管理運営管理運営管理運営    
◎   ◎ 

テーマ⑥ 

快適に移動で

きる交通環

境・サイン※

の整備 

54 

北近畿タンゴ鉄道の着物着用者割

引、バス周遊とセットにしたチケット発

行など 

◎ ○  ○ 
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55 

主要駅主要駅主要駅主要駅をををを拠点拠点拠点拠点としたとしたとしたとしたレンタサイクルレンタサイクルレンタサイクルレンタサイクルのののの

実施実施実施実施とととと、、、、サイクルトレインサイクルトレインサイクルトレインサイクルトレイン※のののの観光観光観光観光へへへへ

のののの活用活用活用活用    

○ ◎  ○ 

観光サイン整備 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

56 
誘導看板誘導看板誘導看板誘導看板、、、、説明説明説明説明看板看板看板看板などのなどのなどのなどの計画的整計画的整計画的整計画的整

備備備備、、、、老朽化看板老朽化看板老朽化看板老朽化看板のののの早期撤去早期撤去早期撤去早期撤去    
   ◎ 

環境整備 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

57 

花花花花いっぱいいっぱいいっぱいいっぱい運動運動運動運動をををを市内全域市内全域市内全域市内全域へへへへ広広広広げるげるげるげる

ためためためため、、、、推進検討会推進検討会推進検討会推進検討会をををを設置設置設置設置しししし、、、、助成制度助成制度助成制度助成制度

などなどなどなど行政行政行政行政がががが情報提供情報提供情報提供情報提供、、、、支援支援支援支援をををを行行行行いいいい、、、、河河河河

川沿川沿川沿川沿いへのいへのいへのいへの植樹植樹植樹植樹、、、、市民花壇市民花壇市民花壇市民花壇、、、、企業花企業花企業花企業花

壇壇壇壇などによるなどによるなどによるなどによる自主的自主的自主的自主的なななな環境運動環境運動環境運動環境運動をををを推推推推

進進進進    

○ ○ ○ ◎ 
テーマ⑦ 

きれいな観光

地づくり活動

の促進 

58 

年中年中年中年中にぎわうにぎわうにぎわうにぎわう日本一日本一日本一日本一のののの砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸砂浜海岸づくりづくりづくりづくり

をををを目指目指目指目指したしたしたした海岸清掃海岸清掃海岸清掃海岸清掃のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ推進推進推進推進    

・・・・砂浜清掃砂浜清掃砂浜清掃砂浜清掃のののの機械化導入機械化導入機械化導入機械化導入のののの検討検討検討検討    

○ ○ ○ ◎ 

 

 基本方針 ４  徹底したマーケティング※手法で戦略的に情報を発信します 

 

テーマ 個別プラン 主体の取り組み 

観光マーケティング 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

59 

市場ニーズや変化を把握できる定期

的な調査や外部専門機関等とのネット

ワークづくり 

 ◎  ◎ 
テーマ① 

観光マーケッ

トの感度向上 

60 
専門家専門家専門家専門家などによるなどによるなどによるなどによる相談相談相談相談、、、、アドバイスアドバイスアドバイスアドバイス体体体体

制制制制のののの確立確立確立確立    
 ◎  ◎ 

        

ターゲットの設定 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

61 
国内ターゲットを関西圏から中京圏、

関東圏へ広げる 
◎ ◎  ◎ 

62 
アクティブシニアと女性を意識した商

品開発 
◎ ◎  ○ 

テーマ② 

ターゲット戦

略 

63 
スポーツ施設の情報発信による大会・

合宿の誘致 
◎ ◎  ◎ 

       

効果的な発信、ＰＲ 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

64 

・・・・市職員市職員市職員市職員はもとよりはもとよりはもとよりはもとより、、、、全市民全市民全市民全市民がががが営業営業営業営業ママママ

ンンンンとしてとしてとしてとして市市市市ををををＰＲＰＲＰＲＰＲするするするする取取取取りりりり組組組組みのみのみのみの推進推進推進推進 

・パンフレットを学校、家庭などにも配

布し、市民の意識、知識向上を図る    

○ ○ ○ ◎ 

テーマ③ 

効果的な情報

発信 

65 

宿、観光施設などでのあらゆる観光情

報の収集と提供を行うとともに、「まち

の駅※」制度による商店などからの情

報発信ともてなしの取り組みを推進 

○ ◎  ○ 
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66 

フィルムコミッション※設置など、映

画、ＴＶなどのマスメディアを活用した

発信力強化 

 ○  ◎ 

67 
ケーブルテレビ※、コミュニティ FM※を

活用した観光情報の発信と共有化 
 ◎  ○ 

68 

本市のイメージを戦略的にアピールす

る「ゆるキャラ※」・キャッチコピー※な

どの活用 

 ◎  ○ 

69 

京丹後ふるさと応援団※、京丹後市博

士※、丹後観光口コミ大使※の積極活

用 

 ○  ◎ 

        

パンフレットの整備・有効な配布・活用方法 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

70 

マップマップマップマップ等等等等ののののパンフレットパンフレットパンフレットパンフレットのののの整備整備整備整備    

・・・・テーマテーマテーマテーマ別別別別のののの周遊周遊周遊周遊コースコースコースコース、、、、さとさとさとさと歩歩歩歩きききき※ココココ

ースースースースなどのなどのなどのなどのマップマップマップマップ整備整備整備整備    

・・・・市外市外市外市外（（（（誘客促進誘客促進誘客促進誘客促進）、）、）、）、市内市内市内市内（（（（周遊促進周遊促進周遊促進周遊促進））））

にににに分分分分けけけけ、、、、有効有効有効有効なななな配布配布配布配布・・・・活用方法活用方法活用方法活用方法をををを検討検討検討検討

するするするする    

 ◎  ○ 

ＩＴを活用した情報発信 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

71 

観光情報観光情報観光情報観光情報サイトサイトサイトサイトをををを一本化一本化一本化一本化しししし、、、、すべてのすべてのすべてのすべての

宿宿宿宿、、、、観光施設観光施設観光施設観光施設などのなどのなどのなどのページページページページににににリンクリンクリンクリンクすすすす

るるるる。。。。またまたまたまた、、、、すべてのすべてのすべてのすべての観光観光観光観光パンフパンフパンフパンフををををデジデジデジデジ

タルタルタルタル化化化化しししし活用活用活用活用するするするする    

・・・・観光情報観光情報観光情報観光情報サイトサイトサイトサイトをををを観光協会観光協会観光協会観光協会ホームペホームペホームペホームペ

ージージージージにににに一本化一本化一本化一本化しししし、、、、シンプルシンプルシンプルシンプルでわかりやでわかりやでわかりやでわかりや

すいものにすいものにすいものにすいものに整理整理整理整理    

・・・・すべてのすべてのすべてのすべての観光観光観光観光パンフレットパンフレットパンフレットパンフレットををををデジタルデジタルデジタルデジタル

ブックブックブックブック※化化化化しししし、、、、インターネットインターネットインターネットインターネット上上上上でででで広広広広くくくく

発信発信発信発信するするするする    

・・・・観光情報観光情報観光情報観光情報サイトサイトサイトサイトをすべてのをすべてのをすべてのをすべての宿宿宿宿、、、、観光観光観光観光

施設施設施設施設などへなどへなどへなどへ広広広広くくくくリンクリンクリンクリンクされるようされるようされるようされるよう働働働働きかきかきかきか

けるけるけるける    

・・・・イベントイベントイベントイベント情報情報情報情報のののの収集収集収集収集、、、、発信発信発信発信をををを的確的確的確的確にににに

幅広幅広幅広幅広くくくく行行行行うううう（（（（各種各種各種各種ホームページホームページホームページホームページでのでのでのでの発発発発

信信信信、、、、マスコミマスコミマスコミマスコミ活用活用活用活用））））    

○ ◎  ○ 

72 

観光客観光客観光客観光客・・・・市民市民市民市民へのへのへのへの直接的直接的直接的直接的なななな情報交流情報交流情報交流情報交流    

・・・・携帯端末携帯端末携帯端末携帯端末ななななどをどをどをどを通通通通してしてしてして、、、、宿宿宿宿・・・・観光業観光業観光業観光業

者者者者とととと観光客観光客観光客観光客がががが双方向双方向双方向双方向のののの情報受発信情報受発信情報受発信情報受発信をををを

行行行行うううう。。。。    

・・・・PRPRPRPR、、、、検索検索検索検索・・・・ナビナビナビナビなどのなどのなどのなどの機能機能機能機能をもったをもったをもったをもった ITITITIT

対応対応対応対応のののの環境整備環境整備環境整備環境整備をををを図図図図るるるる。。。。((((ツイッターツイッターツイッターツイッター、、、、

フェイスブックフェイスブックフェイスブックフェイスブックなどをなどをなどをなどを含含含含むむむむ))))    

◎ ◎ △ ◎ 

イベントの改善と発信強化 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

テーマ④ 

情報発信ツー

ル※の選択と

集中 

73 
既存イベントについて、観光振興の観

点での工夫、見直しを検討する 
 ◎  ◎ 
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 基本方針 ５  地域が総ぐるみで観光のまちづくりを推進します 

 

テーマ 個別プラン 主体の取り組み 

観光協会を中心とした推進体制づくり 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

74 

観光協会内観光協会内観光協会内観光協会内ににににテーマテーマテーマテーマ別別別別、、、、課題解決型課題解決型課題解決型課題解決型のののの

推進体制推進体制推進体制推進体制をををを確立確立確立確立するなどするなどするなどするなど、、、、事業推進体事業推進体事業推進体事業推進体

制制制制をををを強化強化強化強化するするするする    

・・・・観光協会観光協会観光協会観光協会のののの体制強化体制強化体制強化体制強化とととと業務業務業務業務のののの整理整理整理整理・・・・

拡充拡充拡充拡充    

・・・・宿泊宿泊宿泊宿泊、、、、飲食飲食飲食飲食、、、、土産物土産物土産物土産物、、、、地産地消地産地消地産地消地産地消などなどなどなどテテテテ

ーマーマーマーマごとのごとのごとのごとの課題解決型課題解決型課題解決型課題解決型のののの業界組織業界組織業界組織業界組織のののの

形成形成形成形成    

・・・・実務面実務面実務面実務面ののののプロパープロパープロパープロパー人材人材人材人材※のののの確保確保確保確保    

・・・・地域地域地域地域やややや NPONPONPONPO などによるなどによるなどによるなどによる観光観光観光観光ををををテーマテーマテーマテーマ

としたとしたとしたとしたコミュニティービジネスコミュニティービジネスコミュニティービジネスコミュニティービジネス※のののの振興振興振興振興    

○ ◎  ○ 

75 
・・・・観光協会観光協会観光協会観光協会、、、、商工会商工会商工会商工会をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした推進推進推進推進

体制体制体制体制のののの形成形成形成形成    
 ◎  ○ 

京都府丹後観光圏※など広域連携による観

光施策の推進 

観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

76 

丹後広域観光キャンペーン協議会※、

豊岡市など、利害と展望を共有する地

域及び団体等との連携による誘客の推

進 

・京都府丹後観光圏整備事業、丹後広

域観光キャンペーン協議会、海の京都

（みやこ）構想※との連携 

・山陰海岸ジオパーク※構成自治体等

との連携 

○ ◎  ◎ 

77 

国、京都府、関西広域機構、北近畿広

域観光連盟、NHK 大河ドラマ誘致促進

協議会など広域組織との連携 

○ ◎  ◎ 

テーマ① 

総合的な観光

推進組織づく

り 

78 
JR、北近畿タンゴ鉄道、丹後海陸交通

などの運輸機関との連携 
○ ◎  ◎ 

        

人材の育成 
観光業者・

生産者など 
観光協会・

関係団体 
市民・ 

市民団体 
行政 

テーマ② 

観光活動の

原動力となる

人材の育成 
79 

・ホスピタリティ※研修会、ガイド養成講

座等の実施(生涯現役の発想で高齢者

の知恵と技を観光に活かす) 

・後継者の育成 

・関係者の研究会、勉強会による現状

に対する改善意識の醸成 

◎ ◎ ○ ◎ 
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第４章 地域別計画 
 

 

 

 地域別計画は、全市を対象とした将来ビジョン、アクションプラン※とともに、地域

の現状や課題、特徴を踏まえて、地域別に関係者が一体となって、取り組む内容を整理

するものです。 

 

１ 地域別計画の目標とテーマ 

地域 目標 テーマ 

峰山 

京丹後市の都市機能が集積した中

枢拠点として、産業観光への取り

組み、スポーツ施設の活用や丹後

ちりめんや歴史をテーマとしたま

ち歩きの整備などを進めます 

１ 産業観光とスポーツ観光の推進 

２ 丹後ちりめんと歴史を活かしたまち歩き観

光の推進 

３ 玄関口峰山駅の改善 

大宮 

京丹後市の玄関口としての機能を

充実するとともに、地産地消など

による農業や自然環境を活かした

ほんまもんの観光に取り組みます 

１ アグリツーリズム※の推進 

２ 「京丹後の玄関口」としての機能整備 

３ 各種資源などの有効活用 

網野 

京丹後市の宿泊温泉拠点としてホ

スピタリティ※を向上させ、海や

漁業、歴史資源、丹後ちりめん機

屋の街並みなどと一体となった滞

在型の地域づくりを進めます 

１ 豊富な資源、施設の有効活用 

２ 公共交通と観光・散策ルート、街並み整備 

丹後 

海や漁港の景観、グルメなどの魅

力を活かしつつ、まち歩き、海岸

を周遊できる環境などの整備を行

います 

１ まち歩きによる魅力発信 

２ 観光資源の有効活用 

３ 交通利便性の向上と周遊魅力の向上 

弥栄 

高原の自然、歴史、史跡、温泉や

農業を活かし、施設などの有効な

連携により、内陸の魅力ある観光

活動を促進します 

１ 花、山野草を中心とした自然の魅力発信 

２ 歴史・史跡の活用 

３ 観光施設を中心とした施設・地域間の連携 

久美浜 

海岸や久美浜湾の自然景観を活か

し、街並みの整備や地元食材によ

る食の魅力に取り組みます 

１ 久美浜湾と日本海を中心とした資源活用 

２ まちの活性化とまち歩き、歴史による魅力 

発信 

３ 地元食材の活用 
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２ 地域別計画 

（１）峰山地域   目標：産業観光、まち歩き観光に取り組みます 

 

①現状・課題、特徴など 

現状と課題 

・官公署、事業所、工場等の集積地であり、観光要素は少なくビジネスでの宿泊者が多い 

・国内最大規模の古墳をはじめ、神社、寺院などの見どころが多い 

・スポーツ施設、文化施設が整備されており、観光への活用も考えられる 

・住民の観光に対する意識がやや低い 

   

主な観光エリア 特 徴 主な観光要素 

市役所周辺 
神社、丹後ちりめん工場、

商店などまち歩きの魅力 

金刀比羅神社、狛猫、御旅市場（日本一短い

アーケード）、ちりめん工場、機械金属工場、

ものづくりパーク、薬師ヶ丘さくらの森公園

（震災記念館）、峰山総合公園 

天女の里周辺 
羽衣伝説、稲作発祥伝説の

地 

天女の里、乙女神社、磯砂山、慶徳院（襖絵）、

ウッディいさなご（体験）、月の輪田（稲作

発祥伝説） 

その他 
峰山途中ヶ丘公園、赤坂今井墳墓（国指定史跡）、禅定寺（丹後ちりめ

んゆかりの寺） 

②地域計画 

１．産業観光とスポーツ観光の推進 

①規模、質とも向上している機械金属工場の見学を観光と結びつける 

・ものづくりパークから複数の工場見学のルートを設定し発信する 

・機械金属工場等への協力要請を行い、土産物の開発、効果的な仕組みづくりなどを検討

する 

・まずは子どもをターゲットに考える 

②途中ヶ丘運動公園、峰山総合公園など充実したスポーツ施設を活用した誘客の推進 

・スポーツ施設の情報をひとまとめにし、関係者へのＰＲや宿泊施設などから発信を行う 

・大規模なスポーツ大会、合宿の誘致を推進する 

２．丹後ちりめんの歴史を活かしたまち歩き観光の推進 

①峰山駅と金刀比羅神社、御旅市場、丹後ちりめん工場などをつなぐまち歩きの推進 

・コース内への食べ物スポット、トイレ、休憩処などの整備 

・御旅市場に丹後の食を集め、食の魅力をＰＲする 

・レンタサイクルの実施 

・猫プロジェクトの推進 

②史跡・街並みなどの整備 

・赤坂今井墳墓、湧田山古墳、月の輪田など、代表的な史跡を絞って看板、駐車場などの

整備を行う 

・歴史ある街並み景観保全のための取り組みを検討する 

３．玄関口峰山駅の改善 

①観光玄関口として駅の機能向上、イメージアップに取り組む 

・券売所を１階に移転させるなど、利用しやすい施設となるようハード面での改善の工夫 

・売店運営や窓口業務の改善など、観光客の視点に立った適切な管理運営 

・案内看板、観光情報の充実を図る 
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（２）大宮地域   目標：アグリツーリズム※と情報提供機能の充実を推進します 

 

①現状・課題、特徴など 

現状と課題 

・国道３１２号周辺の商店、農業などの産業の集積地で、観光の要素は少ない 

・与謝天橋立ＩＣから京丹後市への玄関口にあたり、観光客の通過が多い 

・ブナ林などの豊かな自然が広がり、観光での有効活用が可能 

・丹後周辺を観光する上での中心的位置にあたり、観光の拠点となりうる 

・住民の観光に対する意識がやや低い  

   

主な観光エリア 特 徴 主な観光要素 

丹後マスターズ

ビレッジ周辺 

市入口にあたり交通の利便

性が良い 

おおみや小町温泉、大宮ふれあい工房（体

験）、大宮売神社、峯空園（桜スポット）、

丹後ちりめん 

明田、五十河周

辺 

ブナ林を代表とする豊かな

自然とこだわり農業 

内山ブナ林（近畿最大規模、福寿草、あじ

さい）、小町公園（小野小町ゆかりの地）、

季楽里（体験工房）、名水、大宮森本ＩＣ

設置予定地 

その他 平地地蔵、国道３１２号周辺の飲食店、イチゴ狩り 

 

②地域計画 

１．「アグリツーリズム※」の推進 

①地元の農作物提供の推進 
・関係組織で「地産地消協議会」を設置し、システムの構築や販売ルートを確立させ、地
元農作物の流通を図る 

・竹炭米の例など、ストーリーやこだわりをもったブランド化の取り組みを推進する 
②ともに汗をかき、地元の人とふれあう、ストーリーのある体験の推進 
・古民家などを利用した宿泊や農家民泊※と自然ふれあい体験・農業体験の実施 
・ＮＰＯ法人を核とした体験活動の推進 
・農業の体験、海の体験などを組み合わせたメニューの提供など、山・農と海との連携を
推進する 

２．「京丹後の玄関口」としての機能整備 

①案内・情報提供機能の強化 
・既存施設を利活用した情報、トイレ、バス駐車場、土産物がそろった複合的なインフォ
メーションセンター※整備を検討する 

・「観光案内交番」など、飲食店などにおける観光情報発信の充実、協力施設の拡大を図 
 る 
②道路環境の整備 
・大宮森本ＩＣ設置に伴う延利、森本周辺の施設、環境整備と丹後町方面へのアクセスル
ートの検討 

・大宮森本ＩＣに関連した新たな施設などが整備される際、地元のコンセンサスと景観面
での規制・配慮を考える 

・国道３１２号沿いの清掃、花運動、景観保全、街路灯整備など、地域による取り組みを
推進する 

３．各種資源などの有効活用 

①自然、出身著名人、施設、地理的条件の積極的な活用 
・内山ブナ林散策コースの設定とガイド案内を実施 
・川遊び体験ができる環境整備（明田、延利、五十河周辺） 
・京丹後市出身の著名人を活用したイベント、商品開発の実施 
・大宮、峰山のスポーツ施設を活用した誘客と滞在の促進 
・丹後地域の中心地で周遊の拠点となりうる立地的条件を活かした取り組みの推進 
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（３）網野地域  目標：宿泊を中心とした滞在型観光地を目指します 

 

①現状・課題、特徴など 

現状と課題 

・市内で最も観光客が多い地域である  

・海側に多くの温泉地、海水浴場が並び、観光の中核を担っている 

・海、温泉、歴史、丹後ちりめんなど、あらゆる観光資源に恵まれている 

・カニと温泉で宿泊・昼食客は多いが、地域での滞在時間は短い 

・宿周辺などでまち歩きができる環境整備が不十分  

・魅力的な景観、観光資源を有する浜詰・浅茂川を結ぶ府道の活用が不十分 

・網野駅周辺の賑わいがなく、玄関口としての印象が悪い  

   

主な観光エリア 特 徴 主な観光要素 

木津温泉周辺 
京都府最古の木津温泉を

有する、歴史ある温泉地 

温泉（京都府最古、足湯あり）、カニ、松本

清張小説「Ｄの複合」舞台、果樹、ホタル 

浜詰・夕日ヶ浦

周辺 

カニと温泉で市内一の観

光地に成長 

温泉（外湯あり）、カニ、夕日ヶ浦（日本の

夕陽百選）、海水浴 

浅茂川・小浜地

区 

八丁浜を中心に、多彩な

観光要素が存在 

海水浴、カニ、温泉（外湯あり）、浦島伝説

（浦島太郎、乙姫）、丹後ちりめん（工場、

織り元多数）、離湖、浅茂川漁港、八丁浜シ

ーサイドパーク、サーフィン、牧場 

掛津・琴引浜周

辺 

日本一の鳴砂の浜、琴引

浜を有する 

琴引浜（国天然記念物・名勝）、琴引浜鳴き

砂文化館、海水浴、カニ、温泉（砂浜に湧き

出る） 

その他 

網野銚子山古墳（国指定史跡）、静の杜・静神社（静御前ゆかりの地）、

郷村断層（国天然記念物）、切畑地区（自然豊かな山里と名水、ホタル）、

霧降りの滝、丹後ばら寿司、子午線 
 

②地域計画 

１．豊富な資源、施設の有効活用 

①海、漁港、さかな屋と観光を結びつける 

・セリ見学にあわせた朝市の実施とさかな屋（浅茂川地内）を観光客向けに変える 

・浅茂川地区などでのまち歩きの推進と、「魚」をキーワードにした観光ルート開発 

②静神社、嶋児神社、銚子山古墳など歴史スポット、史跡の活用 

・各史跡における道路、案内板、駐車場の必要な整備 

・静神社を夕日のスポットとしてＰＲする 

③八丁浜シーサイドパークの有効活用 

・全国レベルのグラウンドゴルフ大会など、観光振興につながるスポーツ大会の実施 

２．公共交通と観光・散策ルート、街並み整備 

①海岸線を中心としたルート整備 

・丹後町から続く三津～浜詰までの海岸線を「夕日の道」として整備、ＰＲする 
・浜詰海岸から小天橋にわたる約 8km の砂浜海岸への遊歩道、自転車道などの整備促進 

・浅茂川～浜詰間の府道を観光ルートとしてＰＲする 

・網野～浜詰間の国道の積雪による交通障害への対策の検討 

②浜詰地域の観光まちづくりを推進する 

・無電線化の推進など街並み整備の取り組みと、まち歩きを推進する 

③まちの駅※、立ち寄りスポットなどの整備 

・「まちの駅」など、店の軒先を利用した休憩所、お茶飲み処、散策ルート上のトイレ整備 

・ちりめん製傘の貸し出しなど特色ある取り組み 
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（４）丹後地域  目標：海、漁港、景観を活かした魅力に磨きをかけます 

①現状・課題、特徴など 

現状と課題 

・立岩、屏風岩、丹後松島などの奇岩とリアス式海岸が織りなす市内随一の海岸景観 
・ブランドガニ「間人ガニ」の産地として、全国的に知名度が高い  
・天橋立・伊根を結ぶ「丹後半島一周」のルート上にあり多くの周遊客が通過する 
・多くの観光客が通過するが、滞在につながらない  
・間人の街並み、漁港など、雰囲気ある風景が十分に活かされていない 

・駅から遠い上、公共交通による周遊の利便性が悪い  

・美しい海岸景観は眺めるだけで、十分な活用がされていない  

   

主な観光エリア 特 徴 主な観光要素 

間人・竹野周辺 
間人ガニの産地、丹後の象
徴・立岩のある海岸 

カニ（ブランド間人ガニ）、温泉、道の駅、
立岩、大成古墳、屏風岩、間人漁港、まち
歩き、海水浴、キャンプ、古代の里資料館、
神明山古墳（国指定）、間人皇后・聖徳太
子母子像、漁家民宿 

宇川・袖志周辺 
抜群の海岸景観、灯台があ
る市内随一の景勝地が続く 

経ヶ岬灯台（日本の灯台５０選、近畿最
北）、丹後松島、袖志の棚田（日本の棚田
百選）、碇高原（ステーキハウス）、温泉、
海水浴、魚釣り、アユ、農家民宿 

その他 丹後半島一周、依遅ヶ尾山、山野草 

 

②地域計画 

１．まち歩きによる魅力発信 

①間人、中浜などの港町のまち歩きの推進 

・漁港、セリ、漁業に関わる人の風景を活かす取り組みや地元の人とのふれあい機会設定 

・道の駅において、車を降りてまちを歩く仕組み、情報提供、環境づくりを推進する 

・まち中、路地をきれいに保つ取り組み 

・まち歩きマップの整備、宿、観光施設でコース、ガイドなどの情報提供の実施 

２．観光資源の有効活用 

①経ヶ岬灯台のさらなる活用 

・灯台一般公開の回数・期間の増加、「かわらけ投げ」の実施など、さらなる魅力・発信

力アップの取り組み 

・灯台、よし野の里、碇高原をルート化、セットにした発信 

・経ヶ岬行きの路線バスの増便（伊根方面、間人方面とも） 

②ジオパークとその恵みをより一層活かす取り組み 

・変化に富んだ海岸線の景勝地を海から見せる遊覧船の取り組み推進 

・農業・漁業体験、農家・漁家民宿などを活かした、観光業者と農業・漁業者との連携し

た取り組みの推進 

・立岩、大成古墳、丹後松島周辺のジオパーク散策コース設定とガイドの実施 

・カニに勝る食材はない、世界一のカニのまちを目指す 

３．交通利便性の向上と周遊魅力の向上 

①滞在・周遊促進のための交通、道路整備 

・丹後町内を周遊できる車の運行や着地型ツアーの実施、路線バスによる観光コース設定 

・碇高原、丹後松島、久僧などで広がっている花運動の取り組みを広める 

・間人漁港、立岩へ大型バスで行けるよう、アクセス道路及び駐車場整備を行う 
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（５）弥栄地域  目標：花、山野草を中心に自然と歴史の魅力発信に努めます 

  

①現状・課題、特徴など 

現状と課題 

・丹後あじわいの郷を中心に、弥栄あしぎぬ温泉、森林公園スイス村など観光施設への誘

客が中心 

・特に野間地区は自然の宝庫であり、山野草、福寿草など素材は魅力的である 

・駅がなく、また公共交通の便が悪いため、施設間の周遊が困難  

・京丹後市エコエネルギーセンター、太鼓山風力発電など、エコスポット※として視察・見

学が増加 

・主要施設への入込客が下降している  

・魅力的な素材が十分に活用されていない 

   

主な観光エリア 特 徴 主な観光要素 

野間、スイス村

周辺 

豊かな自然に恵まれた

素朴な集落と高原リゾ

ート 

スイス村（キャンプ、スキー、環境学習、体験、

太鼓山風力発電）、山野草、福寿草、細川ガラ

シャ（隠棲の地の碑、ガラシャ米）、野間そば、

野間川（アユ、アマゴ）、ホタル、農家民宿 

あじわいの郷周

辺 

あじわいの郷と温泉に

よる集客 

丹後あじわいの郷（道の駅、自然・農業・食の

体験、太陽光発電）、弥栄あしぎぬ温泉 

その他 大田南古墳群（青龍３年鏡）、京丹後市エコエネルギーセンター、酒蔵 

 

②地域計画 

１．花、山野草を中心とした自然の魅力発信 

①丹後あじわいの郷、スイス村、野間地区を中心とした花、山野草の魅力発信 

・スイス村のゲレンデを利用して日本一の芝桜を目指す 

・丹後あじわいの郷の花の魅力アップと発信強化を行う 

・野間、味土野地区に自生する福寿草の魅力を発信する 

②須川、味土野地区の山野草、野間川を活かした取り組みを推進する 

・山菜採り、筍堀りなど、山の食材を採取する取り組みの体験事業化と、食への有効活用 

・イワナ養殖など、野間川の観光面での活用をより一層推進する 

２．歴史・史跡の活用 

①多くある古墳などの史跡の価値、魅力を発信し活かす 

・黒部銚子山古墳、奈具岡遺跡、遠處遺跡、大田南古墳群などの一定整備と維持管理、ガ

イドの実施 

・細川ガラシャの里について、丹後七姫ゆかりの地の一つとして一定の整備と維持管理 

３．観光施設を中心とした施設・地域間の連携 

①あじわいの郷、スイス村、あしぎぬ温泉を中心とした施設、地域間のネットワーク形成 

・関係施設などで協議会を組織し、施設間の連携方策、周遊の仕組みづくりなどを検討し

実施する 

・環境関連施設を使用した観光・環境・農の連携。バイオマス※発電施設など既存施設の観

光での活用 

・観光に関連づけることができる民間人、施設の掘り起こし 
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（６）久美浜地域  目標：久美浜湾とかぶと山をより一層活用します 

①現状・課題、特徴など 

現状と課題 
・穏やかで風光明媚な久美浜湾とかぶと山からの絶景は他地域にない魅力 

・宿泊施設は湊宮地区に集中しており、民宿の割合が多い  

・カニに加え、カキ料理が冬の食の魅力となっている  

・小天橋から浜詰海岸にわたる約 8km のロングビーチと、ユウスゲ、トウテイランなど貴
重な海浜植物がある海岸の景観が魅力 

・久美浜湾でのカヌー、ドラゴンカヌーといった特色ある体験ができる 

・久美浜湾、かぶと山を活用した取り組みが不十分である  

・久美浜一区の街並み整備を行っているが、観光客がまち歩きするには魅力が少ない 

・夏の海水浴、冬のカニ・カキ以外の誘客力が弱い  
   

主な観光エリア 特 徴 主な観光要素 

久美浜湾南側 
稲葉本家を中心とし
た歴史ある街並みと
かぶと山の景観 

久美浜湾、かぶと山、街並み、稲葉本家、如意
寺（関西花の寺）、浜公園、カヌー、ドラゴン
カヌー、熊野神社（川上摩須郎女ゆかりの地） 

久美浜湾北側 
海水浴と温泉、日本海
と久美浜湾に面する
宿泊エリア 

海水浴（ロングビーチ）、久美浜湾、温泉、カ
ニ、カキ、カキ漁、魚釣り、ゴルフ場、ユウス
ゲ、トウテイラン、マリンプラザ 

旭・蒲井地区 
自然豊かな隠れ家的
スポット 

海水浴、温泉、ツリーハウス、クラインガルテ
ン※、魚釣り 

その他 
奥山自然たいけん公園、果樹（平田、箱石地区）、牧場、スサノオノミ
コト、酒蔵、コウノトリ、龍伝説 

 

②地域計画 

１．久美浜湾と日本海を中心とした資源活用 

①かぶと山展望台からの絶景の活用 
・歩いて上がって絶景を体感してもらえるよう、積極的な情報提供とイベントなどでの登
山機会の増設 

・かぶと山散策コースの設定とガイドの実施、不足している看板の整備 
②久美浜湾の有効活用 
・遊覧船、シータクシー※、屋形船などの久美浜湾内での運航 
・ドラゴンカヌー体験の受入れ整備 
・湾岸沿いへ桜、もみじなど植樹し、湾岸景観の魅力向上を図る 
・カキ養殖、白鳥飛来などの景観活用 
・景観を活かしたオイスターバーなど飲食施設の整備促進 
・小天橋から浜詰海岸にわたる約 8ｋｍの砂浜海岸への遊歩道、自転車道などの整備促進 
③日本海沿岸の貴重な海浜植物の活用 
・ユウスゲと夕日景観、トウテイランなど、貴重な海浜植物や山野草の活用 

２．まちの活性化とまち歩き、歴史による魅力発信 

①街並みの保存と活性化を行い、観光へ活用する 
・久美浜一区を中心とした街並み保存活動を推進しながら、まち歩きコースを設定する 
・空き家、更地の活用、空き農地と住宅をセットにしたレンタル等による商店街の活性化 
・グループホーム、ケアハウス、短期滞在施設など、セカンドライフの場所として発信し
交流・定住人口の増加を図る 

・全国に発信できる歴史的な魅力、資源をさらに研究・協議する 

３．地元食材の活用 

①カキ、いさざ、山野草、砂丘地を利用した野菜、果樹など地元食材の有効活用 
・季節感にこだわった食の提供 
・山、里の食材の活用、魚介類流通の仕組み改善など、地産地消の仕組みの検討 
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※用語説明 
用   語 説                 明 

アクションプラン 政策や企画を実施するための行動計画。 

アグリツーリズム 広義には「都市と農村の交流」の意で、日本では一般に「グリーンツーリズム」と呼ばれる。 

アンテナショップ 
企業や自治体などが自社（当該地方）の商品等の紹介や消費者の反応を見ることを目的として開

設する店舗 

インターネットリサーチ インターネットを通じた調査。 

インバウンド もともとは「帰ってくる」、「内向きの」という意味で、外国人旅行者を日本へ誘致すること。 

インフォメーションセン

ター 
ここでは、あらゆる観光情報の提供を行う施設。 

インフラ 
「インフラストラクチャー」の略で、社会的経済基盤と社会的生産基盤とを形成するものの総称で、

道路・港湾・河川・鉄道・通信情報施設・公園などが含まれる。 

エコスポット ここでは、環境に関する見学、体験、学習ができる場所又は施設をいう。 

エコツーリズム 地域の環境や生活や文化を破壊せずに自然や文化に触れ、それらを学ぶことを目的に行う旅行。 

ＳＮＳ 社会的ネットワークをインターネット上で構築するサービス（Social Networking Service）の総称。 

観光コンテンツ 観光の分野において、集客する力のある魅力的な場所や催事、情報など。 

キャッチコピー 特に人の注目をひくことを意図した短い広告文や宣伝文句。 

京丹後市博士 
「京丹後市博士育成講座」受講生の中から認定された、郷土の歴史や文化財を知るサポーター

役。 

京丹後ふるさと応援

団 

本市の発展を真に応援してくださる方々の輪を全国に広げ、本市と団員の方々双方向の連携を通

して、活力あるまちづくりの推進を図る、ふるさと京丹後の応援組織。 

京都府丹後観光圏

（観光圏） 

観光庁では、複数の観光地が連携して２泊３日以上の滞在型観光地「観光圏」の形成を促進してお

り、京丹後市を含む３市２町で形成する「京都府丹後観光圏」が、平成 20 年に国の認定を受けた。 

クラインガルテン ドイツ語で「小さい庭」を意味する滞在型農園。 

グリーンツーリズム 
農山漁村などに長く滞在し、農林漁業体験やその地域の自然、文化に触れ、地元の人々との交流

を楽しむ旅行。 

グローバル化 様々な領域の問題が多くの国を巻き込んで地球規模に拡大している事態。 

ケーブルテレビ 
通常の電波を使った放送ではなく、各家庭まで専用のケーブルを引いて限定された地域に放送を

提供するサービス。京丹後市では平成 21 年 12 月にサービス開始。 

コミュニティ FM 
通常の FM より出力の小さい、市町村単位の小規模な FM ラジオ放送。京丹後市では「FM たんご」

が平成 21 年に開局。 

コミュニティービジネス 地域課題に対して、地域資源を活かしながら ビジネス 的な手法によって解決しようとする事業。 

コンセプト 概念、観念。 

サイクルトレイン 自転車を列車に持ち込み、目的地まで行けるサービス。 

サイン 看板。 

さと歩き ジオサイトをはじめとした自然や地域の暮らしを訪ねながら歩くこと。 

山陰海岸ジオパーク 
ジオパークとは科学的に見て重要で貴重な、あるいは美しい地質遺産を複数含む一種の自然公園

のことで、山陰海岸ジオパークは京丹後市から鳥取市までの 3 府県 3 市 3 町が含まれます。 

ジオサイト 科学的に見て重要で貴重な、あるいは美しい地質のある場所。 

ジオツーリズム 地学的、地理的な観点に立って自然を見ながら行う旅行。 

ジオトレッキング ジオパークを楽しみながら歩くこと。 

シータクシー 
小型船舶を利用したチャーター船で海上タクシーとも呼ばれ、海上運送法第 20 条 2 項の「人の運送

をする不定期航路事業」に該当する。 

指定管理者制度 

地方公共団体や外郭団体に限定していた公の施設の管理・運営を、株式会社をはじめとした営利

企業・財団法人・NPO 法人・市民グループなど法人その他の団体に包括的に代行させることができ

る制度。 

食味ランキング 

㈶日本穀物検定協会が毎年実施するもので、平成２３年産米の食味ランキングで、全国 129 の産

地・品種の中から丹後産コシヒカリが、おいしい米産地の証明となる最高評価の「特 A」ランクを獲

得した（平成 19 年産から 5 年間で 4 回目）。 
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上限 200 円バス 
丹後海陸交通との協働により、京丹後市内全域、すべての路線バスの利用料金を上限 200 円バス

とするもの。市営バスについても同様に全路線を上限 200 円としている。 

スポーツツーリズム スポーツを体験する目的を持った旅行。 

スローライフ 
生活様式に関する思想の一つで、地産地消や歩行型社会を目指す生活様式、自分のできることだ

けを自前でやり、他人からの批判を受けないで生きていきたいという生き方。 

世界ジオパークネット

ワーク 

2004 年にユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の支援により設立された、世界的に貴重な地形

や地質がある自然公園を世界ジオパークとして認定する団体。 

丹後広域観光キャン

ペーン協議会 

舞鶴市、宮津市、京丹後市、与謝野町及び伊根町の範囲で、京都府、各市町、民間の観光関連事

業者・団体が一体となって、丹後地域の豊かな観光資源を幅広く情報発信し、観光客の誘致に努

める組織。 

丹後観光口コミ大使 
丹後広域観光キャンペーン協議会が実施する「北京都丹後ふるさと検定」の合格者の中から、ふる

さと丹後の魅力を観光客などに発信していただく大使として認定された方。 

着地型観光 
出発地で企画された旅行商品（発地型観光）に対して、観光地側の視点で企画された旅行商品の

こと。 

ツール 道具。 

デジタルブック 
パンフレットなどの印刷物をそのまま電子データ化したもので、ホームページ上での閲覧などが可

能となる。 

日本風景街道 

道を舞台に地域住民や企業、行政など多様な主体による協働のもと、地域資源を活かした美しい

国土景観の形成を図り、観光の振興や地域の活性化に寄与することを目的とした国土交通省の取

り組み。平成 19 年に、国道 178 号（丹後町～久美浜町）のルートが登録された。 

農家民泊 農家に宿泊して農作業体験や田舎暮らしを通じて、都市と農村の交流を図る取り組み。 

バイオマス 家畜排せつ物や生ゴミ、木くずなどの動植物から生まれた再生可能な有機性資源。 

パワーブロガー 
特定のサービスや商品に対して強い興味と深い知識を持ち、一般消費者に対して、大きな影響力

を持つブログを提供する人々。 

ビジット･ジャパン事業 
政府による、訪日外国人旅行者数を将来的に 3,000 万人とすることを目標として、官民一体となっ

て、海外に向けて日本観光の魅力発信、魅力的な訪日旅行商品造成の支援等を行う事業。 

フードフェア 食を題材とした催事。 

フィールドワーク テーマに即した場所（現地）を実際に訪れ、その対象を直接観察たり調査を行うこと。 

フィルムコミッション 
映画、テレビドラマ、CM などのあらゆるジャンルのロケーション撮影を誘致し、実際のロケをスムー

ズに進めるための非営利公的機関。 

プラットフォーム 事業推進の基礎となる組織体。 

ブログ 日付入りの記事ページを中心としたホームページ。 

プロパー人材 専門の人材。 

分宿 集団のメンバーが分かれて宿泊すること。 

ヘルスツーリズム 
自然豊かな土地を訪れ、自然、温泉や身体に優しい料理を味わい、心身ともに癒され、健康を回

復・増進・保持する新しい観光形態。 

ホスピタリティ 旅行者や客を親切にもてなす気持ちや態度。 

マーケティング 
顧客が真に求める商品（サービスを含む）を作り、その情報を届け、顧客がその商品を得られるよう

にする活動を表す概念。 

マスタープラン 基本的な方針として位置づけられる計画。 

まちの駅 
公共施設、個人商店など、既存空間を利用し、地域情報を提供し、交流を促進させる場。「おもてな

し」の地域を目指し、これらの施設（駅）をネットワークする取り組みが各地で進められている。 

ゆるキャラ 
「ゆるいマスコットキャラクター」の略で、地方公共団体などがイベント、各種キャンペーン、村おこ

し、名産品の紹介などのような地域全般の情報 PR などに使用するマスコットキャラクター。 

リピーター 一度訪れた施設や店舗、旅行先などに何度も足を運ぶ人のことを指す。 

リピート 繰り返すこと。 

ワンストップ窓口 一箇所で複数のサービスを提供する窓口。 

 


